
三
浦
龍
司

ア
ジ
ア
の
頂
点
へ
11 (2026年

)

N
o.307

令
和
８
年

住
み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
魅
力
い
っ
ぱ
い
元
気
な
浜
田

～
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～

広
報

©
ア
フ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
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決
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
名

古
屋
市
瑞
穂
公
園
陸
上
競
技
場
。
９

月
28
日
㈪
、
浜
田
市
出
身
の
三
浦
龍

司
選
手
が
出
場
す
る
、
愛
知
・
名

古
屋
２
０
２
６
大
会
陸
上
男
子
３
，

０
０
０
ｍ
障
害
の
決
勝
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
の
天
候
は
雨
。
そ
れ
で
も
、

ス
タ
ジ
ア
ム
に
は
多
く
の
観
客
が
詰

め
か
け
、
三
浦
選
手
の
走
り
を
見
届

け
よ
う
と
、
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
尽
く

し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
ふ
る
さ
と
浜
田
か

ら
駆
け
付
け
た
陸
上
関
係
者
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。
金
色
の
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
ル
ー
ン
を
手
に
、「
一
緒
に
応
援

し
ま
し
ょ
う
」
と
、
会
場
に
い
た
観

客
た
ち
に
も
バ
ル
ー
ン
を
手
渡
し
、

応
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
掲
げ
ら
れ
た
応
援
旗
に

は
、
力
強
く
書
か
れ
た
「
龍
司
が
ん

ば
れ
！
」
の
文
字
。

視
線
の
先
に
い
る
三
浦
選
手
へ
、

熱
い
声
援
を
届
け
ま
し
た
。

い
ざ
、
決
戦
の
舞
台
へ

ア
ジ
ア
の
頂
点
を
懸
け
た
舞
台

三浦龍司選手　祝 金メダル
第20回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋） 陸上男子3,000m障害

三
浦
龍
司
選
手
の
母
校
、
国
府
小

学
校
。
三
浦
選
手
の
出
場
す
る
陸
上

男
子
３
，
０
０
０
ｍ
障
害
の
決
勝
当

日
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
が
行
わ
れ
、
陸
上
関
係
者
や
後
輩
、

地
元
住
民
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
応

援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。
会
場
入
口

で
は
、
金
色
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー

ン
が
手
渡
さ
れ
、
レ
ー
ス
を
前
に
、

会
場
は
少
し
ず
つ
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
き
ま
す
。

中
継
が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
は
、

浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
の
関
係
者
が

制
作
し
た
応
援
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
上
映
さ
れ
、

さ
ら
に
、
三
浦
選
手
へ
の
応
援
コ
ー

ル
を
練
習
し
、
会
場
の
士
気
を
高
め

ま
し
た
。

そ
し
て
、
会
場
の
思
い
は
ひ
と
つ

に
。「

三
浦
龍
司
選
手
、が
ん
ば
れ
！
」

ふ
る
さ
と
浜
田
か
ら
、
名
古
屋
の

決
戦
の
舞
台
へ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

特集　三浦龍司選手 祝 金メダル

浜
田
か
ら
届
け
！
声
援

み
ん
な
の
思
い
を
、
金
色
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
に
込
め
て

い
よ
い
よ
レ
ー
ス
が
始
ま
る
。
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感
動
を
あ
り
が
と
う
！

感
動
を
あ
り
が
と
う
！

三
浦
龍
司
選
手

三
浦
龍
司
選
手
の
活
躍
と
走
り
は
、

た
く
さ
ん
の
人
に
大
き
な
感
動
と
夢
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
な
る
舞
台
へ
。
来
年
は

世
界
陸
上
。
２
年
後
に
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
待
っ
て
い
ま
す
。

金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
そ
の
ゴ
ー
ル
は
、

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ゴ
ー
ル
の
先
に
、
三
浦
龍
司
選
手
の

次
の
物
語
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
浜
田
か
ら

活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係

☎
㉕
９
７
２
１

金
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ゴ
ー
ル
の
先
に
、
次
の
物
語
が

　
　
　
　
　

始
ま
っ
て
い
る
。

©アフロスポーツ

特集　三浦龍司選手 祝 金メダル

龍司、おめでとう！！ 浜田ジュニア陸上教室室長
　　　　　　　上ヶ迫定夫さん

最後は少し心配しましたが、最後まで自分のレースができたと思います。世界
で戦っている選手なので、自分が先頭でペースを作り、優勝するような横綱相撲
のレースをイメージしていたと思います。
ふるさと浜田を出て、世界で戦っている選手「三浦龍司」を浜田の皆さんも誇
りに思っていると思います。私も三浦龍司
選手と出会えて、活躍の場を見ることがで
きて本当によかったです。ご苦労様でした。
２年後のロサンゼルスオリンピックで

ピークを迎えられるように、調子の上がり
下がりはあっても、大きなけがをしないよ
うにしてほしい。ロサンゼルスオリンピッ
クで悔いの残らないレースをしてくれるこ
とを祈っています。
本当におめでとう！！

4広報はまだ：令和８年11月号

自
分
の
レ
ー
ス
を
、
最
後
ま
で

世
界
で
戦
う
三
浦
選
手
が
見
せ
た
、
堂
々
の
走
り

そ
し
て
、
レ
ー
ス
が
始
ま
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
の
号
砲
と
と
も
に
飛
び
出
し
た
三
浦
龍
司
選
手
。
ス

タ
ー
ト
直
後
か
ら
先
頭
に
立
つ
と
、
力
強
い
走
り
で
後
続
と
の
差
を

ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
ま
す
。

一
時
は
、
後
続
を
引
き
離
す
圧
巻
の
走
り
。
自
ら
ペ
ー
ス
を
刻
み

な
が
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
前
へ
。
ラ
ス
ト
1
周
を
告
げ
る
鐘
の
音
が

鳴
り
響
く
と
、
ほ
か
の
選
手
も
一
斉
に
ス
パ
ー
ト
を
か
け
ま
す
。

そ
し
て
、
三
浦
選
手
が
ト
ッ
プ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
前
の
最
後
の
直
線

へ
。そ

の
姿
が
見
え
る
と
、
名
古
屋
、
浜
田
の
両
会
場
の
応
援
は
一
気

に
熱
を
帯
び
、
声
援
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

「
龍
司
、
い
け
ー
！
」「
が
ん
ば
れ
！
」

後
続
の
猛
追
を
粘
り
強
い
走
り
で
し
の
ぎ
、
三
浦
選
手
は
最
後
の

力
を
振
り
絞
っ
て
ゴ
ー
ル
へ
駆
け
抜
け
ま
し

た
。結

果
は
、
８
分
17
秒
36
。
大
会
新
記
録
を

樹
立
し
、
こ
の
種
目
で
日
本
勢
と
し
て
28
年

振
り
と
な
る
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

アジア大会出走まで様々なアクシデントや、苦し
いタイミングもあり、出走できるか不安な時期もあ
りましたが、何とか本番に間に合わせることができ
ました。
大会では優勝を最大目標とし、積極的にレースを

進めていくことを心がけていました。結果的にラス
ト100ｍでは、ヒヤヒヤの展開となってしまいまし
たが、金メダルを勝ち取ることができました。この
金メダルを糧に、更なる高い目標を達成できるよう
に励んでいこうと思います。
現地応援、パブリックビューイングなどで応援し

てくださった皆さん、ありがとうございました！

たくさんの熱い応援を
ありがとうございました！

三浦龍司選手

提供 浜田市陸上競技協会

最
後
ま
で
駆
け
抜
け
た
。



浜田市の未来をつくる

総合振興計画
パブリックコメント募集

１ シンポジウムを開催しました
浜田市では、現在、新しい総合振興計画の策定を進めています。９月６日㈰に、シンポジウム

を開催し、学生や地域で挑戦・活躍する若者など、浜田らしい未来をつくる多彩な皆さんに登壇
いただきました。パネルディスカッションでは、「こどもと考える浜田の未来」、「そとからみる
浜田らしさ」、「うちから見る浜田らしさ」をテーマにディスカッションが行われました。

パネルディスカッション シンポジウム

３ 計画策定の流れ

中学生・高校生
へのアンケート、
市民委員会

子ども向け
ワークショップ

アンケート
調査

シンポジウム

パブリック
コメント

計画完成

今ここ

４ 市民の皆さんに考えてほしいこと
総合振興計画は、これからのまちの「未来の設計図」です。
次のような視点から、ぜひ皆さんのご意見をお寄せください。

５ パブリックコメントの募集

　上記の計画について、皆さんの意見を募集します。
　いただいた意見は、計画策定の参考にします。

提出・問合せ　・政策企画課企画係　☎㉕９２００・℻  ㉓１８６６
　　　　　　　　〒697‒8501　浜田市殿町１番地
　　　　　　　　E-mail：seisaku@city.hamada.lg.jp
　　　　　　　・各支所防災自治課（提出のみ）

第３次浜田市総合振興計画前期基本計画（案）
（計画期間：令和９年度～12年度）

皆さんの
意見を
聞かせて
ください

募集・閲覧期間 11月９日(月)から12月９日(水)まで

※　市ホームページでも閲覧できます。
閲覧場所 政策企画課 各支所防災自治課 各市立図書館

ホームページ
はこちらから
見られます
（公開は11月
９日から）

意見提出の方法
計画（案）
を閲覧する1 自分の意見を

まとめる2
指定の様式に必要事項を記入して提出する3

郵送 FAX メール持参

※　意見を郵送で提出する場合は、募集期間最終日
の消印有効とします。
※　メールの場合は、件名を「第３次浜田市総合振
興計画前期基本計画（案）に係る意見」とし、指
定の様式を添付し送信してください。
※　いただいた意見への個別回答は行いません。
※　指定の様式は、閲覧場所にあります。
　市ホームページからもダウンロードできます。

注意事項

受付
不可

電話 口頭 氏名・住所・
連絡先明記なし

シンポジウム
の映像は
こちらから
見られます

どんなまちに
なってほしいですか？

暮らしやすいまち
子どもたちが育つ
まち
魅力ある地域
づくり

など
あなたが大切にしたい
地域の資源は何ですか？

自然・景観
歴史・文化
産業・観光

など

今後、特に力を入れて
ほしい取組は何ですか？

子育て・教育
福祉・医療
雇用・産業

など
そのほか、こんなことも
考えてみませんか？

地域のつながり
デジタルの活用
環境・脱炭素

など

２ 総合振興計画とは？
総合振興計画は、まちの将来像を描き、その実現に向けて取り組むべき施策をまとめたまちづ

くりの基本となる計画です。
市民・地域・行政が一体となって、持続可能で魅力あるまちをつくっていくための指針です。

6広報はまだ：令和８年11月号7 広報はまだ：令和８年11月号
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浜田川遊歩道

Fab Lab

提出・問合せ　
　・浜田駅周辺活性化推進室 駅周辺活性化推進係
　　☎㉕９１１５・℻  ㉓４０４０　〒697‒8501　浜田市殿町１番地
　　E-mail：hamadaeki-kassei@city.hamada.lg.jp
　・各支所産業建設課（提出のみ）

ホームページ
はこちらから
見られます

※　意見提出の方法・注意事項は広報はまだ11月号７
ページと同様です。

※　メールの場合は、件名を「浜田駅周辺グランドデザ
イン「石見文化創造都市 はまだみらい」（案）にかかる
意見」とし、指定の様式を添付して提出してください。

パブリックコメントの募集
浜田駅周辺グランドデザイン

「石見文化創造都市 はまだみらい」（案）
　上記の計画について、皆さんの意見を募集しています。
　いただいた意見は、今年度中の正式策定に向けて参考にします。

募集・閲覧期間

10月20日(火)から11月19日(木)まで

閲覧場所 浜田駅周辺活性化
推進室
各支所産業建設課
中央図書館

※　市ホームページでも閲覧できます。

皆さんの
意見を
聞かせて
ください

こ
れ
か
ら
の
浜
田
駅
周
辺
を
、
ど
ん
な
場
所
に
し
て
い
く
の
か
。
商
店
街
や
飲
食
、
不
動
産
、
観
光
、
水
産
な
ど
の
事
業
者
を
は
じ
め
、
文
化
・
教
育
団

体
な
ど
、
市
に
関
わ
る
様
々
な
人
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
」、「
こ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
」
…
。
そ
こ
で
寄
せ
ら
れ
た
様
々
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
浜
田
駅
周
辺
の

将
来
像
を
描
く
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
案
）」
と
し
て
、
駅
周
辺
を
４
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
と
具

体
的
な
取
組
を
示
し
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
か
ら
浜
田
市
の
未
来
を
描
く

浜
田
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

「
石
見
文
化
創
造
都
市
は
ま
だ
み
ら
い
」（
案
）

30年先も選ばれる浜田へ

「はまだみらい」は、石見の文化や暮らしを　　受け継ぎながら、
新しい挑戦を育て、若い世代が「これからも　　浜田で」と思える
浜田の暮らしをみんなでつくります。

浜田川遊歩道

浜田室内プール

島根県立体育館

浜田駅

銀天
街

浜田医療センター

石央文化
ホールまちなか

交流プラザ

ブックカフェ

中央図書館

浜田高校

第一中学校

地域交通・医療・商業など暮らしを支える機能
と浜田の食や文化が集まり、働く人、暮らす人、
訪れる人が行き交う石見の中核拠点エリア

〇浜田らしい食メニューの開発・提供
〇石見神楽を鑑賞できる場づくり
〇駅前道路の緑化・歩行者空間の拡大

石見の玄関口　仕事と観光の集積ゾーン

石見地域のショーケース　　浜田駅前

ものづくりや学びなど、小さな商いや多様な活動が生まれる、
子どもから大人まで挑戦できるエリア
〇空き店舗を活用した小商い・チャレンジショップの誘致
〇ファブラボ（市民工房）などものづくりを楽しめる場づくり
〇子どもから大人までの居場所づくり

好きと小商いが集まるカルチャーゾーン

チャレンジのインキュベーション　　朝日町商店街

図書館や学校などとつながり、多世代が集い・学び・交流でき、
マルシェなどを通じて新たな出会いや挑戦を育むエリア
〇本屋・カフェ・広場などを備えた多世代交流拠点の整備
〇定期的なマルシェによる新たな出会いと挑戦の場づくり
〇文化資源（芸能・芸術・音楽など）を活用したコミュニティ
　づくり

学びと育ちの交流ゾーン

憩いと交流のラウンジ　　三桜酒造跡地

既存のスポーツ機能を活
い

かしながら、子ど
もから高齢者まで、誰もが健康で豊かな暮
らしを支えるウェルネス拠点エリア

〇ランニング・ウォーキングコースの整備
〇多世代が参加できる運動・健康プログラ
　ムづくり
〇スポーツ大会・合宿などの誘致による交
　流人口の拡大

ウェルネスゾーン

日常的な健康増進　　東公園

歩きたくなる遊歩道　浜田川
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昭和57年くにびき国体 軟式野球競技開始式入場行進

48年振りに、

帰ってくる!!
国体が

選手も市民も、みん
なが主役

2030
開催予定

年

島
根
に

問合せ　国スポ・全スポ推進室国スポ・全スポ推進係　☎㉕６３０２

サッカー ビーチ
バレーボール

体操（競技） 体操
（トランポリン）

軟式野球 ゴルフ 綱引き ブラインド
ベースボール

名称が変わりました！

全スポ
全国障害者スポーツ大会
国スポ大会終了直後に同じ都道府県で
開催される障害者スポーツの祭典

国スポ
国民スポーツ大会

都道府県の持ち回りで毎年開催される、
国内最大のスポーツの祭典

浜田市で開催予定の競技 競技の詳しい情報はこちらから
（島根かみあり国スポ・全スポ2030HP）

「石見（仮）ナンバー」について、皆さんのご意見を聞かせてください
　石見地域の９市町（浜田市・益田市・大田市・江津市・川本町・美郷町・邑南町・津和野町・吉賀町）は、
自動車のナンバープレートに地域名「石見（仮）」を表示する「ご当地ナンバー」の導入を検討しています。
検討に当たり、住民の皆さんの意向を把握するため、アンケート調査を実施します。ご協力をお願いします。

アンケートにご協力ください

ご当地ナンバーで何が変わるの？

問合せ　まちづくり社会教育課交通対策室交通対策係　☎㉕９２０１

導入までの
スケジュール

令和９年度
図柄の検討

令和10年度
国における

図柄の審査・決定

令和11年度
５月頃
交付開始

令和８年度
アンケート調査の結果を踏まえ、
導入の可否を判断
（令和８年度中を目途）

導入する場合

ご当地ナンバー導入に向け
アンケート調査を実施します

回答方法 又は 紙の解答用紙を
郵送

二次元コードから
インターネットで回答

対象 （住民基本台帳から無作為抽出した各市町1,200人に郵送で
アンケートが届きます）

石見地域の９市町にお住まいの 歳以上～ 歳未満の人18 75

期間 令和８年 月下旬～ 月上旬頃（予定）10 11 い

石見  555

1-03

 ? ?

地図出典：国土交通省国土数値情報ダウンロードサイト
（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/detalist/
　KsjTmplt-N03-2026.html）よりダウンロードし、加工して作成

出雲ナンバー
（出雲市・飯南町・奥出雲町）

石見（仮）ナンバー
浜田市・益田市・大田市・
江津市・川本町・美郷町・
邑南町・津和野町・吉賀町）

(

「走る広告塔」として、石見地域を全国にアピールできます1 　「石見（仮）ナンバーを付けた車が全国各地を走ることで、地域名や観光資源を広くPRできます。

「島根」ナンバーを選ぶことはできなくなります2 　導入後、石見地域９市町で新たに登録する車（軽
自動車・125cc超のオートバイを含む）は、全て「石
見（仮）」ナンバーになります。

地域独自の図柄入りナンバープレートが選べます4 　交付には、交付手数料に加えて、1,000円以上の
寄付が必要です。
※　一部、図柄入りナンバープレートの交付対象外となる車
　種があります。

転入・転出の際にはナンバープレートの交換が必要です3 　石見地域からほかの地域へ、ほかの地域から石見
地域へ引っ越す場合は、ナンバープレートの交換が
必要となり、交付手数料がかかります。
※　手数料は、2,100円～18,140円（R８. ７.31現在）で、プ
　レートの種類（ペイント式・字光式・図柄入り）や車種に
　よって異なります。
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（左から）
　　牛尾陽菜さん（第一中学校３年）　　三明美咲さん（３年）　　

（左から）
山田煌斗さん（２年）　塩滿桜愛奈さん（２年）　田中心愛さん（２年）

全 国 大 会 出場 おめでとうございます
全国大会への入賞、出場報告のため、市役所を訪問された皆さんをご紹介します。

祝

第80回国民スポーツ大会
（青森県：10月15日㈭～19日㈪）
JOCカップ第57回U16陸上競技大会
（三重県：10月23日㈮～25日㈰）

第25回全国障害者スポーツ大会
（青森県：10月23日㈮～26日㈪）

浜田市陸上競技協会 浜田養護学校陸上部

第９回ハニー・オブ・ザ・イヤー　
日本みつばち部門　優秀賞
（東京都：８月３日㈪）

第５回全国桃選手権　入賞
（大阪府：７月31日㈮）

内藤農園
齋ヶ原祐司さん
いわみと

～

対象

日時
場所

平成18年４月２日～
平成19年４月１日に生まれた人
令和９年１月３日㈰　午後１時30分～
石央文化ホール

問合せ　まちづくり社会教育課社会教育係
　　　　☎㉕９２０４

○現在浜田市に住んでいる（浜田市
　出身でなくても可）又は浜田市出
　身で現在市外に住んでいる人が参
　加できます。
○詳細は市ホームページをご確認く
　ださい。

市ホームページ
はこちらから
見られます

令和９年浜田市二十歳の集いの
を開催します

～

内藤敦さん

浜田養護学校卓球部第一中学校陸上部

令
和
８
年
度
浜
田
市
表
彰

〜
市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
〜

市
で
は
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰

し
、
多
年
の
ご
功
労
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
10
月
１
日
㈭
に
表
彰
式
を
開
催
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
（
受
賞
者
一
覧
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
）。

市表彰受賞者一覧
はこちらから
見られます

《地方自治功労》23人
　消防団員
《民生事業功労》９人
　民生委員・児童委員など
《公衆衛生保健事業功労》３人
　公的医療機関等医師など

《商工業功労》１人
　商工会議所役員
《教育文化功労》３人
　スポーツ推進委員
《篤行》３人
　多額の寄附をいただいた方・団体
　　　　　　　　　　　総計　42人

問合せ
　市長公室秘書係
　☎㉕９１０２

表彰式出席者による記念撮影

美又温泉日帰り入浴施設イメージ図
（令和８年12月オープン予定）

12月中にオープン予定の「美又温泉うるる」では、
デジタル技術を活用した、美肌パスポート「M

め ぐ る

EGURU」
が導入されます。
　施設の混雑状況の確認や個室風呂の予約など、便利な
機能や様々な特典を登録無料でご利用いただけます。

こちらから
読み込め
ます

お得に
美又温泉うるる

に入れます!!

市民割引あります

広報はまだに掲載の二次元コードを読み取る
と、「美又温泉うるる」の入浴料金が200円引き
に！ぜひ広報限定の市民割引をご利用いただき、
新しくなる日帰り入浴施設へお越しください。

割引の
対象者

広報はまだを見て下記
二次元コードを読み込んだ人

割引額 入浴料金の
200円引き

有効期限 二次元コード
読み取るたび、２か月間

貸切風呂・休憩室の予約混雑状況が分かります 施設情報

美肌パスポート「MEGURU」で受けられるサービス

お得なクーポン

●パスポートに登録して入浴することで
　市内で利用可能なお得なクーポンを
　３枚発行
※　利用可能施設は、サイト内で確認できます。
※　登録のみではクーポンは発行されません。

入浴料 200円引き！大人１ 登録すると受けられるサービス

２ 登録して、入浴すると受けられるサービス

市民割引があります 市民
限定

問合せ　金城支所産業建設課　☎42１２３３　E-mail：k-sangyou@city.hamada.lg.jp

登録は
初回のみ

登録
無料
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歳入 （単位：千円）
区分 決算額

分担金及び負担金 1,905,539
使用料及び手数料 66,917
国庫支出金 604,648
県支出金 28,958
財産収入 10
繰入金 1,250
繰越金 53,257
諸収入 95,421
歳入合計 2,756,000

令和７年度　浜田地区広域行政組合決算総括表   （単位：千円）

会計別 歳入決算額 歳出決算額 差引残額（※）
一般会計 2,756,000 2,726,893 29,107

介護保険特別会計 12,068,308 11,632,117 436,191
合計 14,824,308 14,359,010 465,298

※　差引残額は翌年度に繰越したのち、国や県及び関係市に償還されます。

一般会計の決算状況
歳出 （単位：千円）

区分 決算額
議会費 204
総務費 49,602
民生費 105,048
衛生費 2,572,039
歳出合計 2,726,893

歳入 （単位：千円）
区分 決算額
保険料 2,202,789

分担金及び負担金 1,760,706
使用料及び手数料 145
国庫支出金 3,036,235
支払基金交付金 2,954,039
県支出金 1,722,910
財産収入 936
繰入金 100,392
繰越金 288,303
諸収入 1,853
歳入合計 12,068,308

介護保険特別会計の決算状況
歳出 （単位：千円）

区分 決算額
総務費 338,253
保険給付費 10,354,169
地域支援事業費 621,789
保健福祉事業費 1,463
基金積立金 90,145
諸支出金 226,298
歳出合計 11,632,117

浜田地区広域行政組合
令和７年度　決算状況のお知らせ

問合せ　浜田地区広域行政組合総務課総務係
　　　☎０８５５53５０８２

浜
田
市
市
葬
の
お
知
ら
せ

浜
田
市
名
誉
市
民
の
坂
根
正
弘
氏
が
、
８
月

10
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
の
ご
功
績
を
称
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
た
め
、
次
の
と
お

り
浜
田
市
市
葬
を
執
り
行
い
ま
す
。

多
数
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、真
に
勝
手
な
が
ら
、ご
供
花
、ご
供
物
、

ご
香
資
の
儀
は
固
く
ご
辞
退
申
し
上
げ
ま
す
。

名
誉
市
民
坂
根
正
弘
氏

ご
逝
去

日
時

12
月
12
日
㈯

午
前
10
時
〜

場
所

島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂

※

平
服
で
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
長
公
室
総
合
調
整
係

☎
㉕
９
１
０
０

市ホームページ
はこちらから
見られます

島根県では 土砂災害が発生した場合に、住民などの生命
又は身体に危害が生じる恐れがあると認められる区域を「土
砂災害警戒区域（イエローゾーン）・土砂災害特別警戒区域
（レッドゾーン）」として指定しています。
この指定に関しては、県が定期的に基礎調査を行い、指定

区域の見直しや新たな区域の抽出を行うこととしています。
今回予定している基礎調査に伴う現地確認について、県が

委託した業務受注者が行い、場合によっては私有地への立入
をお願いすることがあります。大切な調査ですので皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。

土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域

島根県　土砂災害警戒区域詳しくはこちらで検索　→

※　令和８年秋頃から順次現地調査を行います。

・調査結果に関する地元説明会

・区域の指定手続

問合せ
　・業者発注者　島根県浜田県土整備事務所土木工務第四課　☎㉙５６６０
　・業務受注者

地区 受注者名 電話番号
浜田 ㈱サンワ ☎㉔１１３５
金城 ㈱グランド調査開発 ☎㉖０７２１
旭 ㈱新興建設コンサルタント ☎０８５５72３０２５
弥栄 ㈱大屋ハイテック ☎０８５５95０８２２
三隅 ㈱大建コンサルタント ☎０８５６㉒１３４１

基礎調査の内容

●斜面の下にある擁壁などの施設の効果を踏まえたレッド区域の見直し
●公共事業や民間開発などの状況を踏まえた区域の見直し

①見直し調査

●地形図の高精度化や、住宅の新築に伴う新規指定箇所の抽出

②新規区域の抽出

令
和
８
〜
９
年
度
（
予
定
）

令
和
10
年
度
以
降

今後の予定

を調査します
（イエローゾーン） （レッドゾーン）
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親子で段ボールハウスを作成

大熱戦となった「かっぱ尻相撲」

木材についての説明を聞く生徒

「防災スゴロク」で防災の関心を高める児童

　８月23日㈰、美又まちづくりセンターで、美又湯気の里自主
防災会が主催する「親子で防災キャンプ」が開催され、16人が
参加しました。
　当日は、防災士から避難所生活についての話を聞き、防災に
ついてのクイズに挑戦しました。
　その後は、全員で協力して災害用備蓄食を調理し、夕食とし
ておいしくいただきました。夕食後は、段ボールハウスの作成
や、停電時の真っ暗な室内を想定して、ペットボトルランタン
を使った照明体験を行いました。

　８月20日㈭、木田まちづくりセンターで、「木田暮らしの学
校」に設置する交流ベンチの製作が行われました。これは、中
学校で地域資源について学習してきた旭中学校の卒業生たちが、
毎年行っている「集まれキタクラ手形アート」をいつでも鑑賞
できるようにベンチに刻もうと企画したもので、市内企業とま
ちづくりセンターの協力により実現しました。
　木材の特徴や大切さを学びながら作業をし、11月に地域で開
催されるロードレース大会の参加者に手形アートへの協力を呼
びかけ、みんなの手形を加え、交流ベンチが完成する予定です。

　８月９日㈰、黒沢まちづくりセンター周辺の三隅川河川敷で、
「かっぱランド夏祭り2026」が開催され、約500人が来場しまし
た。これは、地元の資源を活

い

かした世代間交流を目的として、実
行委員会が毎年企画しているもので、昨年は台風の影響で中止
となったため、２年振りの開催となりました。
　今年は天候に恵まれ、来場者は飛び込みや魚釣りを満喫した
ほか、名物「かっぱ尻相撲」では、熱戦が繰り広げられ、会場
は大いに盛り上がりました。また、屋台村でおいしいものを食
べたり、多くの笑顔があふれる夏のひとときとなりました。

　８月５日㈬、三隅まちづくりセンターで、「キッズ防災アク
ションDAY」が開催され、小学生19人が参加しました。これは、
小学生が楽しみながら防災を学ぶことにより、防災への関心と
いざというときの行動力を育むことを目的として、「まちカツ！
みすみ」が企画したものです。
　当日は、起震車体験や非常食による昼食づくりのほか、防災
リュックの中身について学ぶ防災ゲーム「防災スゴロク」など
を地域の人と一緒に楽しみました。参加した児童は、体験を通
じて、災害を「自分ごと」として考える良い機会となりました。

避難所での生活体験
～ 親子で防災キャンプ ～

かなぎ

かっぱの衣装で大盛り上がり
～ かっぱランド夏祭り ～

みすみ

先輩の想いをみんなで刻もう
～ 交流ベンチの製作 ～

あさひ

もしもに備える力を育む
～ キッズ防災アクションDAY ～

みすみ

スリッパ飛ばしに挑戦する参加者

協力して避難所を設営する地域住民と生徒

サイバーホイールを楽しむ子どもたち

　９月８日㈫、弥栄中学校の体育館で、弥栄中学校１年生と地
域住民が参加する避難所設営訓練が実施されました。
　生徒たちはこれまでに、災害の基礎知識を学び、地域内の被
災箇所を視察してきました。総まとめとなる今回は、学校に配
備されている防災備蓄品を活用した実践的な設営に挑戦しまし
た。４部屋分の間仕切りセットや簡易ベッド、簡易トイレを組
み立て、防災食を試食しました。避難所開設時の対応を具体的
に体験した生徒たちからは、「災害時は私たちが避難所を運営す
る」という頼もしい声が聞かれました。

　９月６日㈰、旭温泉あさひ荘周辺を会場に、「第45回旭温泉ま
つり」が開催されました。
　野外ステージでは、旭中学校吹奏楽部の演奏を皮切りに、ダ
ンスステージや石見神楽、大道芸の変面ショーが行われました。
「スリッパ飛ばし」には、多くの来場者が挑戦し、温泉でお馴
染みのスリッパを思いっ切り飛ばそうとするものの、思うよう
に飛ばせず、会場からは笑い声が上がっていました。
　山あいに湧く旭温泉に、歓声と笑い声がこだまするにぎやか
な一日となりました。

　８月29日㈯、ふれあいジム・かなぎで、NPO法人かなぎアス
レチックきんたが主催する「第４回ふれあいジム・かなぎまつ
り」が、開催されました。
　屋外会場には、屋台やキッチンカーが並び、石見神楽の上演
やフラダンスも披露され、大いににぎわいました。屋内では、ス
ポーツ屋台が企画され、トランポリンやサイバーホイール、キッ
クターゲットなど、様々な遊具を体験することができました。ス
ポーツ屋台の案内役は、ポルセイド浜田の選手が務め、子ども
たちと一緒に盛り上がりました。

山あいに湧く温泉イベント
～ 旭温泉まつり ～

あさひ

避難所の設営は私たちに任せて
～ 避難所設営訓練 ～

やさか

スポーツ屋台で楽しむ
～ ふれあいジム・かなぎまつり ～

かなぎ

ベジチェック®を体験する来場者

　10月４日㈰、総合福祉センターで、健康に対する意識を高め
ることや障がいなどに関する理解を深めることを目的として、
「健康福祉フェスティバル」が開催されました。
　障がい者雇用優良事業所として「あさひひまわり工房」が市
長賞を受賞した表彰式をはじめ、舞踊教室による演技やハイブ
リッドウインドオーケストラによるコンサートなどがあり、多
くの来場者でにぎわいました。各ブースでは、推定野菜摂取量
を計測するベジチェック®の体験や相談コーナーもあり、来場
者は楽しみながら健康・福祉への関心を高めました。

広がる笑顔 魅せよう 未来へつなぐ 福祉の輪
～ 健康福祉フェスティバル ～

はまだ
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安
全
安
心

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

市
で
は
、
令
和
６
年
度
以
降
、
毎
年

６
月
第
１
日
曜
日
の
午
前
中
に
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す

訓
練
日
時

令
和
９
年
６
月
６
日
㈰

午
前
８
時
45
分
頃
〜

訓
練
内
容

災
害
時
の
避
難
訓
練
な
ど

※

町
内
清
掃
な
ど
の
行
事
を
予
定

し
て
い
る
地
域
で
は
、
行
事
終
了

後
に
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
配
慮

い
た
だ
き
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
と
は

浜
田
市
消
防
団
に
在
籍
す
る
従
業

員
が
多
数
勤
務
し
て
い
る
事
業
所
や
、

消
防
団
の
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し

て
い
る
事
業
所
を
、「
消
防
団
協
力

事
業
所
」
と
し
て
認
定
す
る
制
度
で

す
。
認
定
を
受
け
た
事
業
所
に
は
、

そ
の
証
と
し
て
表
示
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

協
力
事
業
所
の
基
準
は

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
2
年
以
上
浜
田
市
消
防
団
に
在
籍

し
て
い
る
従
業
員
の
数
が
下
表
の

基
準
を
満
た
す
こ
と

②
従
業
員
が
行
う
浜
田
市
消
防
団
の

活
動
に
積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る

こ
と

③
災
害
時
な
ど
に
事
業
所
の
資
機
材

な
ど
を
浜
田
市
消
防
団
に
提
供
す

る
と
し
て
い
る
こ
と

協力事業所の認定基準
従業員の数 浜田市消防団に在籍している人数又は割合

20人未満 ２人以上

20人以上100人未満 従業員の数の10％以上又は５人以上

100人以上500人未満 従業員の数の５％以上又は15人以上

500人以上 従業員の数の３％以上

認
定
を
受
け
る
に
は

認
定
を
受
け
る
に
は
、
消
防
団
協

力
事
業
所
認
定
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
消

防
本
部
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
会
社
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

②
取
組
内
容
が
具
体
的
に
分
か
る
書
類

③
そ
の
ほ
か
審
査
に
必
要
な
書
類

表示マーク表示証

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
を
ご
存
知
で
す
か

こ
の
制
度
に
よ
り
、
消
防
団
員
が

活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
と
、
そ

の
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
定
を
受
け
た
事
業
所
は
、

表
示
証
を
事
務
所
へ
掲
示
す
る
こ
と

や
表
示
マ
ー
ク
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

④
従
業
員
に
よ
る
機
能
別
消
防
分
団

を
設
置
し
て
い
る
こ
と

⑤
そ
の
ほ
か
浜
田
市
消
防
団
の
活
動

に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

に
お
け
る
消
防
防
災
力
の
充
実
、

強
化
な
ど
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と

新たに認定された
㈱カワムラ

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
消
防
団
係

☎
㉕
５
１
６
７

※

認
定
を
行
う
時
期
は
、
４
月
、

８
月
、
12
月
の
年
３
回
で
す
。

※

認
定
の
有
効
期
間
は
、
認
定
を

受
け
た
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

※

取
組
内
容
と
継
続
の
意
思
を
確

認
し
た
上
で
、
認
定
の
更
新
が
で

き
ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
事
業
所

令
和
８
年
８
月
に
新
た
に
１
事
業

所
を
認
定
し
、
全
部
で
26
事
業
所
が

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
、
浜
田
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
か
ら
試
験
電
文

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
時

11
月
11
日
㈬

午
前
11
時
頃

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
内
容

「
件
名：全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

19日
　総合福祉センターで食育フェスタを開
催しました。このイベントでは浜田の豊
かな食材や食文化が次世代へ継承され、

食をとおして人と人とがつながることを期待して
おります。
　子どもから高齢者まで生涯にわたって健全な心
身を培い豊かな人間性を育んでいただけるよう、
関係機関と連携して食育を推進してまいります。

食育フェスタを開催しました

５日
　富岡八幡宮（江東区）の関係者の皆様
が、浜田市にお越しになり、三宮神社で
開催された石見神楽夜神楽週末公演を鑑

賞されました。
　毎年８月に富岡八幡宮で開催される深川八幡祭
りにおいて、石見神楽公演を契機に始まった両地
域の交流が、今後も深まっていくことを大いに期
待しています。

富岡八幡宮関係者の皆様を
歓迎しました

６日
　第３次浜田市総合振興計画の策定に向
け、「浜田の未来をみんなと語る日～育
ち、育てる、浜田へ～」と題しシンポジ

ウムを開催しました。
　学生や地域で挑戦・活躍する皆さんにご登壇い
ただき、一人ひとりの挑戦や想いに触れながら意
見交換を行いました。引き続き地域の皆さんのご
意見を伺いながら計画策定に取り組んでいきたい
と思います。

第３次浜田市総合振興計画
シンポジウムを開催しました

令和８年
９月MIURA NOTE

三浦市長が出席した行事やイベントなど、市政に関わる
様々な活動の中からいくつかのできごとを紹介します。

市長の日記
市ホームページ
はこちらから
見られます



※　ごみ処理にかかった費用は、約18億2,783万円
で、このうち約１億8,360万円（全体の約10％）
をごみ袋の売上収入などで賄っています。
　　なお、歳入と歳出の差額である約16億4,423万
円は、税金などで補填しています。

資源ごみ売払収入　19,107,330円

アルミ缶　　　 17,566,835円
スチール缶　　　　882,750円
ペットボトル　　   657,745円

ごみ処理経費の状況
【歳入】 （単位：円）

内　容 金　額
ごみ袋など売上収入 105,042,094
ごみ搬入手数料 2,658,000
資源ごみなど売払収入 21,271,844
可燃ごみ焼却灰処分費 23,151,000
敷地使用料、許可手数料など 31,472,997

歳入額　合計 183,595,935

【歳出】 （単位：円）
内　容 金　額

ごみ袋作製、販売経費 22,267,636
ごみ収集経費 240,061,593
資源ごみ中間処理経費 113,345,351
不燃ごみ処理場経費 60,166,297
可燃ごみ処理場運営負担金 1,280,028,000
人件費 101,403,987
家庭ごみ収集日程表作製費など 10,557,092

歳出額　合計 1,827,829,956

歳出額－歳入額  1,644,234,021

（内訳）

きちんとした分別は
資源再利用や経費削
減につながります。

鉄くず売払収入　　 2,164,514円

令和７年度　浜田市のごみ処理経費

生
活
・
環
境

町
内
会
・
自
治
会
は
、
地
域
に
住

む
人
た
ち
が
、
隣
近
所
で
互
い
に
連

携
し
支
え
合
い
な
が
ら
、
豊
か
で
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動

を
自
主
的
に
行
う
最
も
身
近
な
住
民

自
治
組
織
で
す
。
町
内
会
・
自
治
会

に
加
入
し
て
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
会
・
自
治
会
で
は
こ
ん
な
活
動

を
し
て
い
ま
す

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

・
防
犯
灯
の
維
持
管
理

・
地
域
の
清
掃
活
動
（
側
溝
の
泥
上

げ
、
草
刈
り
、
公
園
清
掃
な
ど
）

・
防
災
、
防
犯
活
動

・
子
ど
も
会
活
動

・
町
内
会
・
自
治
会
で
の
交
流
活
動

（
運
動
会・盆
踊
り・秋
祭
り
な
ど
）

地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他

人
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
い
ざ
と

い
う
時
に
は
、
隣
人
や
近
所
の
人
を

頼
り
に
で
き
ま
す
。
地
震
や
火
事
な

ど
の
災
害
時
や
、
急
病
に
な
っ
た
時

な
ど
に
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
助

け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
に

町
内
会・自
治
会
に
対
し
て
、「
加

入
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
」
と

い
う
意
見
の
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、「
加
入
す
る
と
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
」
で
は

な
く
、「
自
分
た
ち
で
地
域
を
良
く

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
思
い
が
、
住

み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
第
一
歩
と
な

り
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
方
法

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
は
、

近
隣
に
住
ん
で
い
る
人
に
直
接
加
入

の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
会
・
自
治
会
の
連
絡
先
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
住
ん
で
い
る
地

域
の
市
役
所
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
地
域
ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課

☎
㉕
９
２
０
１

金
城
地
域

金
城
支
所
防
災
自
治
課

☎
42
１
２
３
４

旭
地
域

旭
支
所
防
災
自
治
課

☎
45
１
４
３
３

弥
栄
地
域

弥
栄
支
所
防
災
自
治
課

☎
48
２
１
１
１

三
隅
地
域

三
隅
支
所
防
災
自
治
課

☎
32
２
８
０
１

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

認定証見本

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

制
度
と
は
？

適
切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
有
す
る
事
業
所
な
ど

を
「
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
認
定
制
度
に
よ
り
、
重
篤
な

傷
病
者
が
発
生
し
た
際
の
救
命
率
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
会

貢
献
を
高
く
評
価
し
、
地
域
に
お
け

る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
認

定
さ
れ
た
事
業
所
と
は
？

本
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
で
、
次
の

３
つ
の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
事
業

所
に
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状
態

に
整
備
し
て
い
る
こ
と

③
救
命
講
習
な
ど
を
修
了
し
た
従
業

員
な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
９
月
に
新
た
に
４
事
業

所
を
認
定
し
、
全
部
で
２
５
２
事
業

所
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
を
含

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定
事
業

所
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

場
所
の
地
図
も
随
時
更
新
し
て
い
ま

す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
４
事
業
所

（
順
不
同
）

・
不
燃
ご
み
処
理
場

・
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
沢

サ
ブ
セ
ン
タ
ー

・
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ
総
務
部

・
社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会
マ

ル
シ
ェ
く
わ
の
木
ト
ル
テ
ィ
ー
ノ

AEDマップは
こちらからも
見られます

新たに認定された事業所の皆さん

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
、
11
月
9
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で

の
7
日
間
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

火
の
確
認

い
い
日
を
支
え
る

い
い
習
慣

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト

４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使

い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

※

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、
火

の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

※

消
防
本
部
で
定
期
的
に
防
災
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
㉒
１
１
６
７

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
の
効
果
は
？

認
定
事
業
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
応
急
手

当
の
技
術
を
広
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、

市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
処

置
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

救
命
率
と
社
会
復
帰
率
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。
緊
急
時
は
、
近
く
の

認
定
事
業
所
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
に
備
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
住
ま
い
の
地
域
周
辺
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
救
急
企
画
係

☎
㉕
５
１
６
７



住

宅

令
和
９
・
10
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
定

期
審
査
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

令
和
9
・
10
年
度
に
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
等
の
競
争
入
札
（
見
積

り
）
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

島
根
県
と
県
内
市
町
が
共
同
利
用

す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申

請
後
、
必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間

11
月
２
日
㈪
〜
令
和
９
年
１
月
18

日
㈪

宛
先〒

６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
1
番
地

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

問
合
せ

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
㉕
９
１
４
１

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
不

明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
情
報
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
移
住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

空き家バンク
ホームページ
はこちらから
見られます

産

業

地
域
活
性
化

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
成
立
手
続

が
必
要
で
す

「
労
働
保
険
」
と
は
、「
労
働
者
災

害
補
償
保
険
（
労
災
保
険
）」
と
「
雇

用
保
険
」
と
を
総
称
し
た
言
葉
で
あ

り
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

は
原
則
、
適
用
事
業
で
あ
り
、
保
険

関
係
の
成
立
手
続
を
行
う
義
務
が
あ

り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
「
未
手
続
事
業

一
掃
対
策
」
を
、
年
間
を
通
じ
た
主

要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
た
上
で
、

11
月
を
「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一

掃
強
化
期
間
」
と
し
、
全
国
に
お
い

て
集
中
的
な
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

問
合
せ

島
根
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
５
２
‐
２
０
‐
７
０
１
０

11
月
は
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一
掃
強
化
期
間
で
す

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
を
行
い
ま
す

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

対
象

肥
料
、
飼
料
な
ど
の
ポ
リ
袋
、

農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

（
農
ポ
リ
）、農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
フ
ィ
ル
ム（
農
ビ
）、畦
畔
板（
畦

畔
シ
ー
ト
）、
農
薬
空
容
器
、
育

苗
箱

日
時

①
11
月
11
日
㈬

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

②
11
月
12
日
㈭

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

場
所

①
あ
ぐ
り
中
央
店
、
旭
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
弥
栄
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

②
金
城
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
旧
三
隅

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
、
江
津
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー

※

右
記
以
外
で
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
住
所
地
以
外
の
地
区
へ
の

持
込
み
は
可
能
で
す
。

料
金

回
収
袋
20
kg
・
排
出
用
ス

テ
ッ
カ
ー
は
１
０
０
０
円
（
税

込
）
で
す
。
J
A
各
あ
ぐ
り
店
で

ご
購
入
く
だ
さ
い
。
購
入
時
に
持

込
み
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
意
事
項

※

当
日
は
印
鑑
が
必
要
で
す
の
で

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
農
薬
空
容
器

は
洗
浄
し
、
空
を
確
認
す
る
た
め

底
を
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
泥
を
き
ち
ん

と
落
と
し
、
金
属
な
ど
の
異
物
を

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※

回
収
袋
に
は
、
き
ち
ん
と
分
別

し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
誤
っ
た
分
別
…
肥
料
袋
と
黒
マ

ル
チ
を
一
緒
に
入
れ
る
。
ハ
ウ
ス

ビ
ニ
ー
ル
と
マ
イ
カ
ー
線
を
一
緒

に
入
れ
る
）

※

袋
に
入
ら
な
い
も
の
（
育
苗

箱
・
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
）
は

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
苗
箱
な
ど
…
１
梱
包
30
枚
ま
で

・
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
…
１
梱
包
20
kg

ま
で

（
梱
包
し
た
も
の
は
、
収
集
運
搬

し
や
す
い
よ
う
に
２
か
所
以
上
で

固
く
縛
っ
て
く
だ
さ
い
）

問
合
せ

J
A
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

地
区
本
部
経
済
課

☎
㉒
１
１
２
８

ｅ
‐
Ｔａｘ
で
確
定
申
告
す
る

人
は
電
子
証
明
書
の
期
限
切
れ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
電
子
証
明
書
付
き
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
場
合

は
、
総
合
窓
口
課
又
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
で
更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

が
切
れ
た
場
合
は
再
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
時
期

に
間
に
合
う
よ
う
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、

本
人
確
認
書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
総
合
窓
口
課
及
び
各
支
所

市
民
福
祉
課
で
写
真
撮
影
し
、
職
員

が
代
わ
り
に
申
請
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

今日からできるエコドライブ

11月は「エコドライブ推進月間」です

燃費も笑顔も増えていく

環 境 コラムコラム

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
簡
単
な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
で

各
種
証
明
書
が
取
得
で
き
る
「
ら
く

ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
」

を
開
始
し
ま
す
。

窓
口
に
設
置
さ
れ
た
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
か

ざ
し
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
操
作
し
て

申
請
す
る
た
め
、
申
請
書
を
記
入
す

る
こ
と
な
く
、
証
明
書
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
操
作
方
法
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
職
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
始
時
期

令
和
８
年
11
月
上
旬

設
置
場
所

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

利
用
対
象

浜
田
市
に
住
民
登
録
が

あ
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
が
搭
載

さ
れ
た
も
の
）
を
持
っ
て
い
る
人

※

利
用
時
に
は
、
数
字
４
桁
の
暗

証
番
号
が
必
要
で
す
。

取
得
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
所
得
・
課
税
証
明
書

手
数
料

１
通

３
０
０
円

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す

「エコドライブ推進月間」ですです

エコドライブ10のすすめエコドライブ10のすすめ
６　渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
７　タイヤの空気圧から始める点検・整備
８　不要な荷物は降ろそう
９　走行の妨げとなる駐車はやめよう
10　自分の燃費を把握しよう

１　ふんわりアクセル「eスタート」
２　車間距離にゆとりをもって、
　　加速・減速の少ない運転
３　減速時は早めにアクセルを離そう
４　エアコンの使用は適切に
５　ムダなアイドリングはやめよう

エコドライブとは、やさしい発進を心がけたり、無駄なアイドリングをやめることで燃料消費量や
CO2排出量を減らす運転のことです。
　エコドライブは、環境にやさしいだけでなく、交通事故の削減にもつながります。また、燃料消費
量が少ない運転は、お財布にやさしいだけでなく、同乗者が安心できる安全な運転でもあります。心
にゆとりをもって走ること、時間にゆとりをもって走ること、これもまた大切なエコドライブの心が
けです。
　地球温暖化防止につながる「運転技術」や「心がけ」でエコドライブを始めてみませんか。
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農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
農
林
振

興
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
指

定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年
２

回（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

農
用
地
区
域
除
外
に
つ
い
て

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届

出
及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

農
地
転
用
や
農
地
の
形
状
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
次
の
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る
場
合

③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・
利

用
促
進
の
た
め
に
農
道
・
た
め
池

な
ど
の
設
備
や
２
ア
ー
ル
未
満
の

農
業
用
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・
農

機
具
収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す

る
場
合

※

自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転

用
・
用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
り

取
得
し
た
場
合

※

補
償
額
や
保
険
料
な
ど
の
試
算

を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
農
業
共
済
組
合

浜
田
事
務
所

☎
㉒
１
６
２
２

農
業
経
営
収
入
保
険
加
入

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

農
業
経
営
収
入
保
険
は
、
全
て
の

農
作
物
を
対
象
に
、
自
然
災
害
だ
け

で
な
く
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は

避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
広
く
補

償
し
ま
す
。

対
象
者

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

（
個
人
・
法
人
）

※

令
和
８
年
よ
り
青
色
申
告
を
開

始
し
た
人
は
、
令
和
９
年
か
ら
の

収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

補
償
対
象

農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物

の
販
売
収
入
全
体

※

所
得
補
償
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
償
内
容

最
大
の
補
償
で
、
保
険
期
間
の
収

入
が
基
準
収
入
の
９
割
を
下
回
っ
た

場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
を
補

て
ん
し
ま
す
。

基
準
収
入
と
は
、
過
去
の
農
業
収

入
金
額
の
平
均
を
基
本
に
、
保
険
期

間
中
に
見
込
ま
れ
る
農
業
収
入
金
額

を
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。

国
庫
負
担

保
険
料
な
ど
に
は
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
…
50
％

積
立
金
…
75
％

申
請
期
限

個
人

11
月
30
日
㈪

法
人

事
業
年
度
開
始
月
の
前
月

　
　
　
の
末
日

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
労
働
者
の
た
め
に
、
国
が
作
っ
た

退
職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
が
、
建

設
現
場
で
働
く
労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
、
掛
金
を
充
当
し
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。
退
職
金
は

国
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
計
算
し
て
、

確
実
に
支
払
わ
れ
る
た
め
安
心
・
安

全
で
す
。

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

建
設
業
の
退
職
金
に
は
建
退

共
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

事
業
推
進
課

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
６
７

建退共
ホームページは
こちらから
見られます

2425 広報はまだ：令和８年11月号広報はまだ：令和８年11月号

ふ
る
さ
と
同
窓
会
支
援
事
業
補
助
金

同
世
代
が
集
ま
っ
て
地
元
浜
田
の

良
さ
を
再
発
見
す
る
機
会
を
創
出

し
、
若
者
世
代
の
郷
土
愛
の
醸
成
や

関
係
人
口
の
増
加
、
Ｕ
タ
ー
ン
及
び

定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
次
の
要
件

を
満
た
す
「
同
窓
会
」
を
開
催
す
る

場
合
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

要
件

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

・
市
内
の
飲
食
店
で
開
催
す
る
こ
と

・
市
内
の
学
校
の
卒
業
生
が
当
該
学

校
の
学
年
、学
級
、部
活
動
、サ
ー

ク
ル
な
ど
グ
ル
ー
プ
単
位
で
開
催

す
る
こ
と

・
広
く
同
窓
生
に
案
内
し
て
開
催
す

る
こ
と

・
10
人
以
上
（
同
窓
生
の
人
数
が
20

人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
該
同

窓
生
の
人
数
の
半
数
以
上
）
の
若

者
（
※
）
が
出
席
す
る
こ
と

・
市
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
、

市
の
施
策
に
関
す
る
情
報
発
信
に

協
力
す
る
こ
と

※
「
若
者
」
と
は
、
同
窓
会
を
開

催
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
４
月

１
日
に
お
い
て
18
歳
以
上
39
歳
以

下
の
人
を
指
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

・
案
内
文
書
の
作
成
及
び
送
付
に
要

す
る
経
費

・
飲
食
店
に
支
払
う
飲
食
費
及
び
会

場
代

若
者
世
代
の
同
窓
会
開
催
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

・
集
合
写
真
の
撮
影
及
び
印
刷
に
要

す
る
経
費

補
助
金
額

同
窓
会
に
出
席
し
た
若
者
の
人
数

に
２
千
円
を
乗
じ
た
額

（
上
限
５
万
円
、千
円
未
満
は
切
捨
）

※

補
助
対
象
経
費
の
総
額
を
出
席

者
数
で
割
っ
た
額
が
２
千
円
に
満

た
な
い
場
合
は
、
そ
の
額
を
出
席

し
た
若
者
の
人
数
に
乗
じ
た
額

※

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

申
請
方
法

同
窓
会
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
、

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
申
請
も
可
能
で
す
。

※

要
件
や
対
象
経
費
な
ど
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

市ホームページ
はこちらから
見られます

申
請
・
問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
関
係
人
口
係

☎
㉕
９
５
１
１

11
月
に
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

ま
す

子

育

て

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
11
月
の

「
秋
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」
の

取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
家
庭
や
学

校
、
地
域
な
ど
の
社
会
全
般
に
わ
た

り
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い

関
心
と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広

報
・
啓
発
活
動
に
集
中
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

※

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
子
ど
も
虐

待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
早
急

に
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。
虐
待
か

ど
う
か
迷
う
場
合
で
も
、
子
ど
も
た

ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

す
る
た
め
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も

を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む

保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で

も
で
き
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

・
浜
田
児
童
相
談
所

☎
㉘
３
５
６
０

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

家
庭
相
談
係

☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ

る
な
ど

性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔

に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す

る
な
ど

心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別

的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

育
児
休
業
中
も
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

こ
の
た
び
、
こ
ど
も
家
庭
庁
よ
り

保
護
者
の
育
児
休
業
期
間
中
で
あ
っ

て
も
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
可

能
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
令
和
８
年
11
月
１
日
か
ら
育

児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
場
合
で
も
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
る

よ
う
取
扱
い
を
変
更
し
ま
し
た
。

全
国
ひ
と
り
親
世
帯
等
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
５
年
に
１
度
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活
実
態
を
把
握

し
、
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、「
全
国
ひ
と
り
親
世
帯

等
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
５
年
振
り
に
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調

査
員
が
突
然
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
際
は
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

全
国
か
ら
無
作
為
に
抽
出

さ
れ
た
地
区
内
の
母
子
世
帯
、
父

子
世
帯
な
ど

※

全
て
の
ひ
と
り
親
が
対
象
と
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
日
（
予
定
）

令
和
８
年
11
月
１
日
以
降

調
査
方
法

・
県
が
任
命
し
た
調
査
員
が
対
象
世

帯
を
訪
問
し
、
調
査
趣
旨
を
説
明

し
た
上
で
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
対
象
世
帯
が
不
在
な
ど
の
場

合
は
、
郵
便
受
け
に
調
査
票
を
投

函
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
調
査
票
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
郵

送
又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
シ
ス
テ

ム
で
の
回
答
に
よ
り
行
い
ま
す

（
送
料
は
市
が
負
担
し
ま
す
）。

・
提
出
が
な
い
場
合
な
ど
、
調
査
員

か
ら
改
め
て
連
絡
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

調
査
員
に
つ
い
て

調
査
員
は
、
顔
写
真
入
り
の
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

調
査
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

調
査
結
果
の
活
用
例

前
回
調
査
で
は
、
就
業
し
て
い
る

母
子
世
帯
の
母
の
う
ち
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
人
が
38
・
８
％
に
上

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
受
け
て
、
国
・
県
・
市
町
村
で

は
、
就
業
相
談
や
職
業
訓
練
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

し
つ
け
の
つ
も
り
と
思
っ
て
も
…

「
体
罰
は
法
律
で
禁
止
」
さ
れ
て

い
ま
す
。
体
罰
が
繰
り
返
さ
れ
る

と
、
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
・
発
達

に
様
々
な
悪
影
響
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
が
う
ま
く
い

か
な
い
時
に
は
、
市
の
保
健
師
や
保

育
所
（
園
）・
幼
稚
園
・
学
校
の
先

生
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

子
ど
も
家
庭
相
談
係

☎
㉕
９
３
３
１

今
後
は
、
育
児
休
業
期
間
中
も
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
利
用
し
て
い
る
児

童
も
退
会
せ
ず
、
引
き
続
き
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
育
児
休
業
期
間
中
で

あ
っ
て
も
、
保
護
者
が
離
職
し
た
場

合
や
、
就
労
時
間
な
ど
の
変
更
に
よ

り
放
課
後
に
保
護
者
が
家
庭
に
い
な

い
と
い
う
本
来
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※

詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１
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受診票で申し込む場合
　広報はまだ12月号でお知らせします。
インターネットから申し込む場合
　申込期間中に二次元コードから
申し込んでください。
第２期申込期間
　12月７日㈪～16日㈬
※　第１期の申込期間終了後（10月23日以降）にインター
ネットから申し込んだ場合は、検査容器の送付時期は
１月下旬となります。

11月各種がん検診の日程
・体調が優れない場合は受診は控えてください。
・マスクの着用は個人の判断となりますが、重症化リスクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、
妊婦）に感染を広げないために、検診時のマスク着用のご協力をお願いします。

・同一年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、２回目以降全額自己負担となります（妊婦検診の
HPV検査を含む）。

・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その間隔に当てはまらない場合、受診をお断りするこ
とがあります。

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳以上65歳まで（昭和36年４月２日
　　　～平成19年４月１日生まれ）の女性で
　　　浜田市に住民票がある人

実施期間

山根病院　三隅分院
レディースクリニック（三隅町）
令和９年２月25日㈭まで
浜田医療センター内　健診センター
令和９年２月26日㈮まで

実施場所

山根病院　三隅分院
レディースクリニック　☎32４３４３
実施日時（予約受付）
　　　　毎週月・水・木曜日
        9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　　9:00～12:00
　　　　第１・３土曜日　9:00～12:00
　　　　※　休診日を除く
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00
          14:00～16:00
実施日　　毎週月～金曜日
　　　　　※　休診日を除く
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対　象　　20歳以上（平成19年
　　　　　４月１日以前生まれ）
　　　　　の女性で浜田市に
　　　　　住民票がある人
予約先　　島根県環境保健公社
　　　　　☎０５７０‐０８５‐１１１（音声案内後③）
予約受付　平日 8:30～12：00
              13：00～17：15
実施日 受付時間 会　場

11月２日㈪
 9:00～ 9:30 井野まちづくりセンター
10:30～12:00 三保まちづくりセンター
13:30～14:00 白砂まちづくりセンター

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）の　
　　浜田市に住民票がある女性で、２年に１回の

　　　受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00
          14:00～16:00

実施期間

令和９年２月26日㈮まで
毎週火・木・金曜日
※　休診日を除く
当日受付　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者
・妊娠中、授乳中の人
・豊胸手術実施者
・水頭症のためVPシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人
・卒乳後６か月未満の人

実施日 受付時間 会　場

11月14日㈯ 9:00～11:30 浜田市役所
13:00～15:00

11月26日㈭ 9:00～11:30 周布まちづくりセンター
13:00～15:00

【検診車で受診する場合】
予約先 島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０‐０８５‐１１１
　　　　　（音声案内後③）
予約受付時間　平日　8:30～12:00
                   13:00～17:15

大腸がん検診
※　検査容器の受け渡しは全て郵送です。窓口での容
器の配布はありません。後日、自宅に検査容器を郵
送します。

対象　40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）で
　　　浜田市に住民票がある人
申込方法
・申込期間中にいずれかの会場の専用ボックスに受診
票を提出する方法とインターネットから申し込む方
法があります。

・サロンや自治体、グループで取りまとめての申込み
も可能です。

・電話での予約はできません。

子宮頸がん
検診（検診車）
の予約は
こちらから
できます

大腸がん
検診の申込み
はこちらから
できます

乳がん検診
（検診車）の予約
はこちらから
できます

問合せ　健康医療保険課健康づくり係　☎㉕９３１１

胃がん検診（要予約）
対　象　　40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）
　　　　　で浜田市に住民票がある人
予約先　　島根県環境保健公社
　　　　　☎０５７０‐０８５‐１１１（音声案内後③）
予約受付　平日 8:30～12：00
　　　　　　　13：00～17：15
実施日 受付時間 会　場

11月２日㈪
9:00～9:30井野まちづくりセンター

10:30～12:00三保まちづくりセンター
13:30～14:00白砂まちづくりセンター

11月７日㈯ 8:00～11:00浜田市役所13:00～14:00

11月19日㈭

8:00～　　  9:30 海石集会所
10:00～11:30三隅保健センター

13:30～14:30石見まちづくりセンター長沢サブセンター

11月24日㈫ 9:00～11:00中央図書館13:00～14:00

結核肺がん検診（予約不要）
※　受診の際は、本人確認ができるもの（マイナ保険証、運転免許証など）を持参してください。
対象　40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）で浜田市に住民票がある人
以前からの変更点
「喀

かくたん

痰検査」については、国の指針の改正に伴い、今年度から実施しません。
※　事前に問診票を記入の上、受診してください。
　　着脱しやすい服装、金具やボタン・柄がない服装、アクセサリーやネックレス類は外してください。

実施日 受付時間 会　場

11月６日㈮

8:30～ 8:45 大麻まちづくりセンター
9:05～ 9:15 陽光台集会所
9:30～ 9:40 門田地区公民館
10:00～10:15 JFしまね浜田支所津摩出張所
10:30～11:10周布まちづくりセンター
11:35～11:50日脚児童館
13:15～13:30長浜商港会館
13:45～14:20長浜まちづくりセンター
14:50～15:00一の瀬集会所
15:15～15:35美川まちづくりセンター

11月７日㈯ 8:00～11:00浜田市役所13:00～14:00

11月12日㈭

9:00～ 9:10 後野８町内公民館
9:25～ 9:35 後野４町内公民館
9:50～10:00 石見まちづくりセンター佐野分館
10:15～10:25 石見まちづくりセンター宇津井分館
10:45～10:55河内集会所
13:00～13:10浜田ビューティーカレッジ
13:25～13:40緑ケ丘相談室
14:00～14:15靴のまつむら駐車場

11月13日㈮

8:45～ 9:00 国府まちづくりセンター有福分館
9:10～ 9:20 大垰口バス停（大金町）
9:40～ 9:50 順興寺前
10:10～10:30上府三宅集会所
10:45～11:40国府まちづくりセンター
13:00～13:10久代公民館
13:20～13:30国分自治会館
13:50～14:10 JFしまね浜田支所国府出張所

実施日 受付時間 会　場

11月20日㈮

9:00～ 9:10 長見町２町内公民館
9:20～ 9:30 石見まちづくりセンター長見分館
10:00～10:10西岡公民館
10:20～10:30 石見まちづくりセンター細谷分館
10:50～11:00 三階町東岡公民館
11:20～11:30 総合福祉センター
13:00～13:10 竹迫４町内集会所
13:35～14:15 石見まちづくりセンター

11月25日㈬

8:30～ 8:45 福井集会所
9:05～ 9:25 石原集会所
9:45～ 9:55 田橋児童館
10:25～10:35 浜田年金事務所
10:55～11:05 桜ヶ丘警察官宿舎横
11:15～11:30 長沢２町内児童館

13:00～13:15 石見まちづくりセンター長沢サブセンター
13:30～13:45 二反田団地集会所
14:00～14:15 生湯４町内会集会所
14:30～14:40 生湯３町内公民館
14:55～15:05 （元）めさまし食堂前（外ノ浦町）

11月27日㈮

9:00～ 9:15 琵琶町集会所
9:30～ 9:45 紺屋町ふれあい広場
10:00～10:45 浜田市役所
11:00～11:15 医師会館前
11:30～11:45 ローソン浜田栄町店
13:00～13:15 瀬戸見文化センター
13:30～14:00 浜田合同庁舎
14:20～14:35 おばせの浜会館

※　食べたものが胃に残っていると検査できません。
※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は
絶食です。
※　午後に受診する場合は、受診６時間前までに必
ず食事を済ませてください。
※　検査の前日から禁煙です。
※　受診２時間前までは、コップ１杯程度の飲水は
可能です。
※　今までバリウムを飲んでショック又はアレル
ギーを起こしたことがある人、腸閉塞になったこ
とがある人、　病気のため水分摂取制限がある人、
妊娠中の人は検査できません。
避けたほうが良い食品
　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・ねり製品・
　こんにゃく・海藻類・きのこ・いもなど

胃がん検診
（検診車）の
予約は
こちらから
できます

健
康
・
福
祉
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ご
存
知
で
す
か
？
特
別
障
害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

対
象

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
生

活
を
し
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
病

院
な
ど
に
継
続
し
て
３
か
月
以
上

入
院
し
て
い
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額

３
０
４
５
０
円

支
給
月

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

障
害
児
福
祉
手
当

対
象

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
生
活
を
し

て
い
る
人
（
た
だ
し
、
障
が
い
を

理
由
と
し
た
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額

１
６
５
６
０
円

支
給
月

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象

障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
（
た
だ

し
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
や
、
障
が
い
を
理
由
と
し

た
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額

・
１
級　
　
　
　
５
８
４
５
０
円

・
２
級　
　
　
　
３
８
９
３
０
円

支
給
月

４
月
・
８
月
・
11
月

※

障
が
い
の
程
度
が
手
当
の
対
象

に
な
る
か
は
、
医
師
が
証
明
し
た

指
定
の
診
断
書
を
も
と
に
判
定
を

行
い
ま
す
。

※

本
人
、
配
偶
者
又
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
。

※

障
が
い
の
程
度
・
所
得
制
限
・

手
続
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

高
齢
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
２

保
険
・
医
療

年

金

令
和
８
年
中
（
１
月
１
日
〜
12
月

31
日
）
に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
な
ど
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
で
手
続
き
す
る
こ
と
に
よ
り

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
続
の
際
に
必
要
と
な
る
年
間
納

付
額
の
分
か
る
書
類
を
次
の
と
お
り

送
付
又
は
窓
口
交
付
し
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
で
必
要
な
人

窓
口
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
必
要
な
人

１
月
中
旬
に
、
各
保
険
の
保
険
者

か
ら
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

年
金
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
の
人
は
、
日
本
年
金
機

構
な
ど
が
発
行
す
る
公
的
年
金
の

源
泉
徴
収
票
に
社
会
保
険
料
支
払

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

各
保
険
者
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

交
付
窓
口
・
問
合
せ

国
民
健
康
保
険
料

・
健
康
医
療
保
険
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
健
康
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

介
護
保
険
料

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保

険
課

☎
㉕
１
５
２
０

・
高
齢
障
が
い
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

社
会
保
険
料
（
国
保
・
後
期

高
齢
・
介
護
）
控
除
に
係
る

保
険
料
納
付
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す

石井真我さん

医学生 だよりだより

島根の地域医療を支えるために
医学部で学んでいる学生から
便りが届きました

問合せ　健康医療保険課地域医療対策係
　　　　☎㉕９３１０

　島根大学医学部医学科３年の石井真我です。
　私は県外出身ですが、受験の際に弥栄診療所
で１週間実習させていただいたことがご縁で、
現在もお世話になっています。
　大学では地域医療研究会に所属し、毎年波佐
診療所を拠点に金城で実習を行い、地域につい
て学び、考えを深めています。実習をとおして
金城地域における健康問題を学び、地域の人の
関心を知り、その成果を還元するために、毎年
さざんか祭で医療啓発ブースを出展しています。
写真は、さざんか祭で甲冑装備体験をしたとき
のものです。
　島根での大学生活が始まってからはあたたか
いご縁に恵まれてばかりで、来られてよかった
としみじみ感じています。こうしたご縁を大切
にしながら、皆さんに貢献できるよう今後も精
進します。

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

世
界
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
の
ま
ん

延
防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す

る
差
別
や
偏
見
の
解
消
を
目
的
に
、

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
が
１
９

８
８
年
に
制
定
し
た
も
の
で
、
毎
年

12
月
１
日
を
中
心
に
、
世
界
各
国
で

エ
イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

浜
田
保
健
所
で
は
、
H
I
V
無
料

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
H
I
V

に
感
染
し
て
も
、
数
年
〜
10
年
近
く

目
立
っ
た
症
状
が
な
い
た
め
、
検
査

を
し
な
い
と
感
染
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

11
月
・
12
月
の
検
査
日
時

・
11
月
24
日
㈫

午
後
１
時
〜
３
時
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
〜
７
時

・
12
月
8
日
㈫

午
後
１
時
〜
３
時

※

検
査
結
果
の
お
知
ら
せ
に
は
90

分
か
か
り
ま
す
。

対
象
H
I
V
感
染
に
不
安
が
あ
る
人

場
所

浜
田
保
健
所

料
金

無
料

予
約
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

※

検
査
予
定
日
前
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
匿
名

で
も
可
能
で
す
。

※

予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、
申
込

み
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

H
I
V
検
査
を
推
奨
す
る
利
点
は
次

の
と
お
り
で
す

H
I
V
感
染
の
早
期
発
見

早
期
治
療
に
よ
り
発
症
を
防
い
で

健
康
な
状
態
を
維
持
で
き
、
他
者
へ

の
感
染
防
止
に
な
り
ま
す
。

「
い
き
な
り
エ
イ
ズ
」
の
減
少

「
い
き
な
り
エ
イ
ズ
」
と
は
、

H
I
V
感
染
に
気
付
か
ず
に
、
発
症

し
て
初
め
て
H
I
V
感
染
が
判
明
す

る
こ
と
で
す
。

U
＝
U
に
つ
な
げ
、
性
行
為
感
染
を

さ
せ
な
い

U
＝
U
と
は
、
治
療
を
続
け
て
血

液
中
の
ウ
イ
ル
ス
量
を
一
定
量
以
下

に
減
少
さ
せ
た
状
態
を
保
つ
こ
と
で
、

他
者
に
性
交
渉
に
よ
る
H
I
V
を
感

染
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。

申
込
み

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課

☎
㉙
５
５
５
４

島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

肝
疾
患
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
動
画
配
信
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

第
２
回
肝
臓
病
教
室
・
家
族
支
援

講
座
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
動
画
を
配
信
し

ま
す
。

視
聴
可
能
期
間

２
月
28
日
㈰
ま
で

内
容

肝
臓
病
教
室

「
知
っ
て
お
き
た
い
肝
臓
の
健
康

診
断
」

講
師古

田
晃
一
朗
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー

統
括
診
療
部
長
）

家
族
支
援
講
座

「
肝
臓
と
お
薬
の
関
係
」

講
師宮

前
文
明
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー

薬
剤
部

主
任
薬
剤
師
）

視
聴
方
法

肝
疾
患
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホームページ
はこちらから
見られます

問
合
せ

島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

肝
疾
患
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
３
⑳
２
７
２
１

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
併
せ
た

H
I
V
無
料
検
査
の
お
知
ら
せ



国際交流員コラム

こんにちは。ベトナム国際交流員クインです。
皆さん、お元気ですか。日ごとに涼しさが増してき
ましたが、いかがお過ごしでしょうか。 
私は６月に沖縄を旅しました。沖縄では、ベトナム
人の私にとってどこか懐かしいものにたくさん出会い、
故郷に帰ったような感じがしました。沖縄でスターフ
ルーツの木を見た瞬間、子どもの頃、昼寝をさぼって
庭のスターフルーツの木に登った日々が頭の中に浮か
んできました。
カラフルに咲いているハイビスカスの花を見た瞬間、
私の実家のフェンスには、たくさんのハイビスカスが
咲いていたことを思い出しました。咲いた花の蜜をな
めたり、花をランタンに見立てて遊んだりしていまし
た。
ホウオウボクの花を見たとき、自分の学生時代を思
い出しました。友達と一緒に、落ちたホウオウボクの
花を拾って、蝶々の形になるようにノートに挟んで押
し花にしていました。
そして沖縄のいたるところで、ベトナムではお馴染
みのバナナの木を見かけました。 
自分に馴染みのあるものだけではなく、沖縄ならで
はのものを自分の五感で感じることもできました。
様々な表情をしたシーサーが屋根に座っている沖縄
の伝統的な家屋を目にしました 。そして、懐かしさ
を感じさせる三線の素朴な音色に心を揺さぶられまし
た。その中でも、一番感動したのはエイサーパフォー
マンスです。その力強い太鼓の音に心を奪われました。 
異文化に強い好奇心のある私は、沖縄の人々が受け
継いできた文化に触れることができて、本当に幸せで
した。沖縄の文化に触れる中で、私はふと、故郷ベト
ナムの文化の多様性について考えました。 

いつもの日本とは違う日本で、
懐かしさを感じました

日本では、少数民族という言葉を聞き慣れないかも
しれませんが、人口も面積も日本とかなり似ているベ
トナムでは54の民族が一緒に暮らしています。琉球民
族、アイヌ民族のように、それぞれが独自の文化を持っ
ています。各民族で伝統衣装、文字、言語などが異な
ります。54の民族がいますが、言語は90ほどあるとい
う統計もあります。
少数民族はベトナム全国各地に住んでいます。キン
族は人口が最も多く、約86％を占める民族です。私は
その一人です。伝統的な服は皆さんがよくご存じのア
オザイです。話す言葉はベトナム語です。
キン族に次ぐタイー族の人口は、ベトナム全国の
1.92%を占めています。ダン・ティンを使ったテン歌
というパフォーマンスはとても有名です。
３番目はタイ族です。タイ民族のきれいな伝統衣装
を着たソエ踊りパフォーマンスは広く知られています。
私の友人はタイ民族で、ベトナム語を話していますが、
両親はタイ民族の言語も話せます。
沖縄を旅したことで、私はベトナムの文化を改めて
見つめ直すことができました。次は北海道でアイヌ文
化に触れながら、また新しい発見を皆さんにお伝えし
たいと思います。

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
強
調
月
間
で
す

次
代
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
が
、

夢
や
希
望
を
豊
か
に
育
み
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

国
民
全
員
の
願
い
で
す
。

こ
の
た
め
、
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
推
進
強
調
月
間
」
と

位
置
付
け
、
全
国
で
様
々
な
事
業
や

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

重
点
項
目

①
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の
促
進

②
子
ど
も
を
犯
罪
や
有
害
環
境
な
ど

か
ら
守
る
た
め
の
取
組
の
推
進

③
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

④
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

⑤
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の

支
援

こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
、
地
域

社
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
支
援
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
０
９
８
５

グエン ティ テゥイ クイン さん

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
（
自

営
業
者
・
農
業
者
・
ア
ル
バ
イ
ト
・

無
職
な
ど
）に
つ
い
て
、子
ど
も（
実

子
・
養
子
）
を
育
て
て
い
る
人
（
父

母
・
養
父
母
）
は
、
申
請
す
る
こ
と

で
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
期
間
は
、
令
和
8
年
10
月
1

日
以
降
で
子
ど
も
が
1
歳
に
な
る
誕

生
日
の
前
月
ま
で
で
す
。

第
1
号
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
、
夫

婦
と
も
に
育
児
免
除
制
度
の
対
象
で

す
。
将
来
の
年
金
額
は
、
納
付
し
た

場
合
と
同
じ
よ
う
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

既
に
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
期
間

や
、
法
定
免
除
に
該
当
し
て
い
る
期

間
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

て
い
る
期
間
に
つ
い
て
も
、
届
出
す

る
こ
と
で
育
児
免
除
期
間
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
育
児

免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

☎
㉒
０
６
７
０

・
健
康
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１

詳細は
こちらから
見られます

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す

る
と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

人

権

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
、
性
犯
罪
・
性

暴
力
、痴
漢
、売
買
春
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
は
、
女
性
が
被
害
者
に
な
る

こ
と
が
多
い
暴
力
行
為
で
す
が
、
性

別
に
関
わ
ら
ず
、
暴
力
は
犯
罪
と
な

る
行
為
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で

す
。一

人
ひ
と
り
が
暴
力
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、「
お
互
い
を
尊
重
し

合
う
」「
暴
力
は
許
さ
な
い
」
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受
け
た
ら

話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
で
相
談
す

る
事
を
助
言
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
か
な
と
思
っ
た
ら

相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

相
談
窓
口

・
浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓
口

☎
㉘
３
４
３
４

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

家
庭
相
談
係

☎
㉕
９
３
３
１

11
月
12
日
か
ら
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
週
間
で
す

問
合
せ

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

ホームページ
はこちらから
見られます

ホウオウボクの花 タイ民族

3031 広報はまだ：令和８年11月号広報はまだ：令和８年11月号

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
令
和
８
年
1
月
1
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
へ
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は

領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
令
和
９
年
2
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

※

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
族
宛
に
送
付
さ
れ
た
控

除
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行

さ
れ
ま
す

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が

き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

毎
年
２
月
下
旬
に
、
前
年
１
月
か

ら
12
月
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
人
へ
利
用
状
況
や
費
用
な
ど

を
確
認
い
た
だ
く
た
め
の
「
介
護
給

付
費
通
知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
し

た
が
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
介
護
給

付
適
正
化
主
要
事
業
の
見
直
し
に
伴

い
、
送
付
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
は
、
各

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
発
行
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
利
用
票
や
請
求
書
（
領
収

書
）
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

介
護
給
付
費
通
知
書
を
必
要
と
す

る
場
合
は
、
個
別
に
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
介
護
給
付
費
通
知
書
は
、

確
定
申
告
な
ど
の
医
療
費
控
除
証
明

書
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
発

行
さ
れ
る
領
収
書
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

介
護
給
付
費
通
知
書
の
送
付

を
廃
止
し
ま
す

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保

険
課

☎
０
８
５
５
㉕
１
５
２
０



伝 言 板
まちかど募

　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
市
営
住
宅
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

11
月
16
日
㈪
〜
30
日
㈪

抽
選
日

12
月
下
旬

入
居
予
定

令
和
９
年
１
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

相
　
　
談

教
室・講
座

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

奨
学
生
募
集

応
募
資
格

・
令
和
9
年
度
に
市
内
の
高
等
学
校

に
進
学
す
る
生
徒

・
在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

生
徒

・
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

生
徒

募
集
人
数

若
干
名

支
給
金
額

年
間
12
万
円

支
給
期
間

令
和
9
年
４
月
〜
令
和

10
年
３
月
（
継
続
は
１
年
ご
と
の

手
続
に
よ
り
最
長
３
年
間
）

受
付
期
間

11
月
2
日
㈪
〜
12
月
25
日
㈮

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
11
月
10
日
㈫

以
降
。

問
合
せ

市
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

日
時

①
11
月
19
日
㈭

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時

②
11
月
20
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所

中
国
労
金
益
田
支
店
２
階

内
容

生
活
や
仕
事
の
不
安
や
悩
み

ご
と
に
つ
い
て
、
解
決
に
向
け
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

料
金

無
料

申
込
み

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根
へ

☎
０
１
２
０
‐
９
６
９
‐
２
３
４

（
平
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
）

島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

く
ら
し
・
し
ご
と

悩
み
事
出
張
相
談
会
in
益
田

問
合
せ

市
内
各
中
学
校
又
は
浜
田

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

☎
㉒
９
６
５
１

た
ん
ぱ
く
質
を
味
方
に
つ
け
る
毎
日

の
食
事

日
時

11
月
18
日
㈬

午
後
６
時
〜
７
時

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

共
通

講
座
内
容

次
ペ
ー
ジ
表
の
と
お
り

定
員

各
講
座
10
人

申
込
み

各
申
込
締
切
日
ま
で
に
浜

田
国
際
交
流
協
会
に
電
話
又
は
左

記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

☎
㉕
９
５
１
１

講座内容

講座 部門 日程 時間 場所 料金 締切日

中国語講座

入門Ⅲ昼の部 12月３日㈭、24日㈭、
令和９年１月21日㈭、
２月25日㈭、
３月11日㈭

午後１時30分～３時

浜田まちづくり
センター

会員
1,000円
非会員
2,000円

【入門】
11月26日㈭

入門Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

初級Ⅲ昼の部 11月26日㈭、12月17日㈭、
令和９年１月14日㈭、
２月18日㈭、
３月４日㈭

午後１時30分～３時
【初級】
11月19日㈭

初級Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

韓国語講座
初級Ⅲ

12月８日㈫、15日㈫、
22日㈫、
令和９年１月12日㈫、
19日㈫、26日㈫、
２月９日㈫、16日㈫、
３月２日㈫、９日㈫

午後７時～８時30分
浜田まちづくり
センター

会員
2,000円
非会員
4,000円

12月１日㈫
中級Ⅲ 午後４時～５時30分

英語講座

初級Ⅲ昼の部 12月２日㈬、23日㈬、
令和９年１月13日㈬、
２月３日㈬、17日㈬

午後１時30分～３時
【昼の部】
浜田まちづくり
センター

【夜の部】
石見まちづくり
センター

会員
1,000円
非会員
2,000円

【初級】
11月25日㈬

初級Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

中級Ⅲ昼の部 12月16日㈬、
令和９年１月６日㈬、
27日㈬、
２月10日㈬、24日㈬

午後１時30分～３時
【中級】
12月９日㈬

中級Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

ベトナム語
講座

入門Ⅲ 12月21日㈪、
令和９年１月４日㈪、
18日㈪、25日㈪、
３月１日㈪、８日㈪、
15日㈪、29日㈪

午後３時30分～５時 まちなか交流
プラザ 会員

1,600円
非会員
3,200円

12月14日㈪
初級Ⅲ 午後７時～８時30分 石見まちづくり

センター

浜
田
国
際
交
流
協
会

Ⅲ
学
期
語
学
講
座

こちらから
申し込めます

対
象

平
成
31
年
度
〜
令
和
８
年
度

に
実
施
し
た
「
介
護
の
入
門
的
研

修
」
を
修
了
し
た
人

日
程

12
月
４
日
㈮
〜
５
日
㈯

場
所

い
わ
み
ー
る

定
員

20
人

料
金

無
料

申
込
締
切

11
月
20
日
㈮

※

研
修
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
細
は
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

島
根
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

島
根
支
部

☎
０
８
５
２
㉕
８
３
０
２

生
活
支
援
担
い
手
研
修

若
い
翼
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

対
象

石
見
地
域
在
住
で
20
歳
以
下

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
家

日
時

令
和
９
年
３
月
20
日
㈯

午
後
２
時
〜

場
所

抱
月
会
館

（
い
わ
み
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

応
募
・
問
合
せ

11
月
30
日
㈪
ま
で

に
名
前
・
連
絡
先
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

浜
田
芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
会
へ

☎
㉕
５
７
８
９

E-m
ail

：npoham
ada_

geibun@
yahoo.co.jp

※

応
募
多
数
の
場
合
、
協
議
し
て

出
演
者
を
決
定
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
コ
ー
ス

対
象

求
職
者

入
校
検
定
日

12
月
8
日
㈫

（
合
格
発
表

12
月
11
日
㈮
）

西
部
高
等
技
術
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

一
般
競
争
入
札

日
程

12
月
18
日
㈮

場
所

市
役
所
本
庁
舎
４
階
講
堂
Ａ

※

参
加
資
格
留
意
事
項
な
ど
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
み

11
月
30
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
入
札
参
加
申
込
書
を
契
約
管

理
課
入
札
管
理
係
へ

売却物件

売却車両 コマツ除雪ドーザ
５ｔ級

コマツ除雪ドーザ
９ｔ級

初年度登録 昭和57年12月 昭和60年12月
燃料 軽油 軽油

車検満了日 令和９年12月18日 ー

走行距離 16,308㎞
（令和８年９月16日時点）

6,197㎞
（令和８年９月16日時点）

最低売却価格 500,000円（税抜） 900,000円（税抜）

物
件
公
開

日
時

11
月
2
日
㈪
〜
30
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

・
コ
マ
ツ
除
雪
ド
ー
ザ
５
ｔ
級

金
城
除
雪
車
格
納
庫

・
コ
マ
ツ
除
雪
ド
ー
ザ
９
ｔ
級

弥
栄
支
所
大
坪
除
雪
車
車
庫

問
合
せ

物
件
に
関
す
る
こ
と

維
持
管
理
課
維
持
係

☎
㉕
９
６
２
１

入
札
に
関
す
る
こ
と

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
㉕
９
１
４
１

除
雪
ド
ー
ザ
を
売
却
し
ま
す

場
所

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

講
師

西
田
真
之
さ
ん
（
栄
養
管
理

室
長
）

料
金

無
料
（
申
込
み
不
要
）

問
合
せ

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

☎
㉕
０
５
０
５

検
定
会
場

江
津
市
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー

４
階
４
０
１
会
議
室

定
員

13
人

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

実
費
負
担
あ
り
）

選
抜
方
法

面
接
及
び
筆
記
試
験

（
国
語
・
数
学
）

訓
練
期
間

12
月
17
日
㈭
〜
令
和
９

年
３
月
16
日
㈫

訓
練
会
場

江
津
市
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー

申
込
み

12
月
3
日
㈭
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ

西
部
高
等
技
術
校
総
務
企
画
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０
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お
出
か
け

日
時

11
月
３
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

市
役
所
弥
栄
支
所
前

イ
ベ
ン
ト
広
場
・
弥
栄
会
館

内
容

地
元
神
楽
社
中
に
よ
る
石
見

神
楽
、
特
産
品
販
売
、
地
元
集
落

な
ど
に
よ
る
出
店
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ

弥
栄
産
業
ま
つ
り
実
行
委

員
会

☎
48
２
２
２
１

さ
ざ
ん
か
祭
り

日
時

10
月
31
日
㈯
・
11
月
１
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

問
合
せ

金
城
支
所
産
業
建
設
課

☎
42
１
２
３
３

日
時

11
月
１
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

東
平
原
上
集
会
所
特
設
会
場

問
合
せ

平
原
柿
ま
つ
り
実
行
委
員
会

石
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
６
８
３
４
‐
７
０
７
８

弥
栄
産
業
ま
つ
り

日
時

11
月
8
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所

旭
支
所
周
辺
・
市
民
体
育
館

問
合
せ

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
旭
支
所
産
業
建
設
課
内
）

☎
45
１
４
３
７

日
時

11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

三
隅
中
央
公
園
周
辺

※

会
場
内
駐
車
場
入
口
は
三
隅
小

学
校
側
か
ら
の
み
（
石
正
美
術
館

側
か
ら
会
場
内
駐
車
場
に
は
入
れ

ま
せ
ん
）。

問
合
せ

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
（
三
隅
支
所
産
業
建

設
課
内
）
☎
32
２
８
０
３

日
時

11
月
21
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

旭
ふ
る
里
ま
つ
り

平
原
柿
ま
つ
り

市
民
憲
章
推
進
大
会

日
時

11
月
14
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
20
分

場
所

い
わ
み
ー
る
体
育
室

内
容

市
民
憲
章
制
定
20
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
牧
野
篤
さ
ん
（
東

京
大
学
名
誉
教
授
及
び
大
正
大
学

教
授
）
に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
講
演
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
㉕
９
２
０
１

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

テ
イ
チ
ク
山
陰
本
部
専
属
・
準
専
属

吟
士
吟
詠
発
表
会

日
時

11
月
14
日
㈯

午
後
１
時
〜
５
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時

11
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

畳
ヶ
浦
入
口

清
掃
場
所

畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
２
４
４
‐
９
４
２
９

日
時

11
月
23
日
㈷
〜
令
和
９
年
２

月
28
日
㈰

日
没
〜
午
後
10
時

場
所

浜
田
駅
前
の
歩
道
か
ら
万
灯

山
公
園
ま
で

問
合
せ

建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

☎
㉕
９
６
０
１

ぽ
っ
こ
り
お
腹
も
ス
ッ
キ
リ
！

免
疫
力
を
高
め
る
【
腸
活
・
体
幹
】

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

日
時

11
月
23
日
㈷

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

県
立
体
育
館
２
階
ア
リ
ー
ナ

定
員

40
人
（
先
着
）

料
金

無
料

申
込
み

11
月
19
日
㈭
ま
で
に
県
立

体
育
館
へ

☎
㉓
１
２
０
１

対
象

小
学
生
以
上

部
門
・
チ
ー
ム
編
成

3
人
で
1
チ
ー
ム

（
5
人
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
可
）

①
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
コ
ー
ト
内
3

人
の
う
ち
、
必
ず
小
学
生
以
下
1

人
・
大
人
1
人
を
含
む
3
人
で
構

成
す
る
こ
と
）

日
時

11
月
15
日
㈰

午
前
８
時
〜
正
午
（
予
定
）

※

受
付
後
、
準
備
運
動
・
初
心
者

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所

三
階
小
学
校
体
育
館

料
金

無
料

申
込
み

11
月
６
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
へ

☎
㉕
９
７
２
１

※

申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

（
モ
ル
ッ
ク
大
会
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

浜
田
駅
周
辺

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
迎
え
る
た
め
に

〜
医
師
と
し
て
人
生
会
議
に
参
加
し

た
か
ら
、
お
伝
え
で
き
る
こ
と
〜

日
時

11
月
21
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

岡
本
栄
祐
先
生
（
益
田
赤
十

字
病
院
総
合
診
療
科
部
長
）、
山

根
ゆ
い
さ
ん
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

料
金

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

11
月
18
日
㈬
ま

で
に
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
又

は
高
齢
障
が
い
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
へ

☎
㉕
９
３
２
０

人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）講
演
会

こちらから
申し込めます

こちらから
申し込めます

社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会

大
収
穫
祭

日
時

11
月
23
日
㈷

午
前
９
時
45
分
〜

場
所

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

内
容

お
祭
り
ス
テ
ー
ジ
、
石
見
神

楽
上
演
（
字
幕
な
ど
の
情
報
保
障

あ
り
）、模
擬
店
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

大
抽
選
会

問
合
せ

桑
の
木
園

☎
42
0
０
９
１

日
時

11
月
13
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

会
議
室

内
容

①
企
業
に
よ
る
取
組
報
告

②
講
演
「
超
短
時
間
雇
用
に
学
ぶ
新

し
い
人
材
活
用
の
か
た
ち
」

③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

超
短
時
間
雇
用
に
学
ぶ

新
し
い
人
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー

講
師

近
藤
武
夫
さ
ん
（
東
京
大
学

先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

料
金

無
料

申
込
み

11
月
５
日
㈭
ま
で
に
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

こちらから
申し込めます

問
合
せ

浜
田
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
レ
ン
ト

☎
㉒
４
１
４
１

県
立
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
講
座

日
時

11
月
21
日
㈯

正
午
〜
午
後
４
時

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

和
室

講
師

中
原
信
夫
さ
ん

料
金

・
一
般　
　
　
　
　
３
０
０
０
円

・
学
生　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

問
合
せ

中
野
宅
吉
さ
ん

☎
０
８
０
‐
１
９
２
２
‐
３
９
４
６

※

刀
剣
を
持
っ
て
鑑
賞
す
る
た
め

マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

第
２
０
５
回

石
州
刀
剣
会
・
鑑
賞
会
・
研
究
会

※

初
心
者
は
、
取
扱
い
・
鑑
賞
方

法
を
指
導
し
ま
す
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
遺
産

外
ノ
浦
湊
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

日
時

11
月
22
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

県
立
大
学

中
講
義
室
３

内
容

基
調
講
演

北
前
船
と
浜
田

〜
船

頭
た
ち
は
外
ノ
浦
で
何
を
売
っ
て

何
を
買
っ
た
の
か
〜

外
ノ
浦
湊
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
報

告
＆
意
見
交
換

講
師

阿
部
志
朗
さ
ん

料
金

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

問
合
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
芸
術
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
会
事
務
局

☎
㉕
５
７
８
９

競
泳
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
池
江
璃

花
子
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
す

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

20
周
年
記
念
講
演
会こちらから

申し込めます

日
時

11
月
15
日
㈰

午
後
２
時
30
分
〜

場
所

三
隅
中
央
会
館

定
員

４
０
０
人

料
金

無
料

申
込
み

11
月
６
日
㈮
午
後
５
時
ま

で
に
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※

抽
選
結
果
は
、
当
選
し
た
人
の

み
に
11
月
12
日
㈭
ま
で
に
メ
ー
ル

に
て
通
知
し
ま
す
。

料
金

無
料

問
合
せ

公
道
流
吟
道
島
根
県
吟
詠

連
盟

山
藤
さ
ん

☎
㉘
２
８
８
３

山
光
会
（
石
見
地
区
）
展
覧
会

日
時

11
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
20
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
22
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会

（
石
見
部
）
永
尾
和
子
さ
ん

☎
㉒
４
６
５
０

第
77
回
石
見
短
歌
大
会

日
時

11
月
22
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金

１
０
０
０
円

問
合
せ

浜
田
短
歌
ク
ラ
ブ

佐
々
木
信
実
さ
ん

☎
０
５
０
‐
３
５
６
７
‐
７
０
０
５

池
坊
石
州
支
部
創
立
１
０
０
周
年
記

念
花
展
「
歴
史
に
乾
杯

歩
む
心
未

来
へ
…
」

日
時

11
月
29
日
㈰
・
30
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

30
日
㈪
は
午
後
３
時
ま
で

場
所

石
見
武
道
館

料
金

無
料

問
合
せ

華
道
家
元
池
坊
石
州
支
部

宇
田
山
俊
子
さ
ん

☎
０
９
０
‐
７
１
３
０
‐
２
５
５
９

問
合
せ

浜
田
市
ス
ポ
―
ツ
協
会

事
務
局

E-m
ail

：hm
bg20103@

iw
am
icatv.jp

日
時

11
月
21
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

12
人
（
先
着
）

料
金

・
会
員　
　
　
　
　
　
6
０
０
円

・
非
会
員　
　
　
　
１
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

11
月
16
日
㈪
ま

で
に
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
又

は
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

こちらから
申し込めます

ベ
ト
ナ
ム
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス

〜
お
米
を
通
し
て
学
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
南
部
〜

第
４
回
Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
展
〜
見
て
楽
し
む
、

書
い
て
楽
し
む
書
フ
ェ
ス
〜

日
時

12
月
4
日
㈮
〜
６
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

12
月
６
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料
金

無
料

問
合
せ
五
風
会

戸
津
川
政
世
さ
ん

☎
㉓
３
１
７
３
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①
金
城
マ
イ
ペ
ー
ス
健
康
マ
ラ
ソ
ン

部
門
・
対
象
・
距
離

A
中
学
生
男
子　
　
　
　
３
．
１
㎞

B
一
般
・
中
学
生
女
子

３
．
１
㎞

C
50
歳
以
上
男
子　
　
　
３
．
１
㎞

D
29
歳
以
下
男
子　
　
　
４
．
５
㎞

E
30
歳
以
上
男
子　
　
　
４
．
５
㎞

日
時

12
月
12
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
10
分

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

1
階
研
修
室

講
師

萩
原
な
つ
子
さ
ん

演
題

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
人
口

減
少
時
代
の
魅
力
的
な
地
域
の
つ

く
り
か
た

定
員

60
人

料
金

無
料

※

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
行
い

ま
す
。

申
込
み

12
月
4
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
人
権

同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉕
９
１
６
０

こちらから
申し込めます

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

石
見
版

企
画
展

永
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌
公
開

《
二
章
》

北
斎
‐
「
葛
飾
北
斎
期
」・「
戴
斗
期
」
編

日
時

11
月
9
日
㈪
ま
で

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

休
館
日

火
曜
日

場
所

石
見
美
術
館

展
示
室
Ｄ

料
金

・
一
般　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

・
大
学
生　
　
　
　
　
６
０
０
円

・
高
校
生
以
下　
　
　
　
　
無
料

会
期
も
残
り
わ
ず
か
。
県
外
不
出

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
！

キ
ー
ウ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ
エ

く
る
み
割
り
人
形

全
幕

日
時

11
月
28
日
㈯

午
後
３
時
〜

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ

大
ホ
ー
ル

料
金

４
８
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※

３
歳
以
下
入
場
不
可

内
容

東
欧
に
輝
く
バ
レ
エ
大
国
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
バ
レ
エ
団
が
来

日
！
ク
リ
ス
マ
ス
・
シ
ー
ズ
ン
を

盛
り
上
げ
る
冬
の
名
作
バ
レ
エ
！

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

A
B
C
大
作
戦
（
雨
天
中
止
）

日
時

11
月
21
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

久
代
海
岸

参
加
費

無
料

※

軍
手
・
火
箸
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
不
要
で
す
。

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
（
当
日
参
加
可
・
事
前
申
込

者
飲
料
あ
り
）

※

前
日
午
後
５
時
に
公
式
S
N
S

で
開
催
の
有
無
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

日
時

12
月
15
日
㈫
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
海
浜
公
園

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

お
も
て
な
し
料
理
作
り

日
時

12
月
19
日
㈯

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
初
参
加
者
優
先
）

料
金

１
５
０
０
円

申
込
み

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内
浜
田
市
水
産

業
振
興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

こちらから
申し込めます

事
業
団
発
足
30
周
年
記
念
事
業

「
第
九
in
浜
田
２
０
２
６
」
コ
ン

サ
ー
ト

日
時

12
月
６
日
㈰

午
後
２
時
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内
容

第
１
部

合
唱

出
演

石
央
文
化
ホ
ー
ル
浜
田
少
年

少
女
合
唱
団
・
Ｓ
＆
Ｓ
、
浜
田
高

校
合
唱
部

第
２
部

交
響
曲
第
９
番
「
合
唱
付

き
」
全
楽
章

出
演

今
岡
正
治
さ
ん
（
指
揮
）、

吉
田
早
希
さ
ん
、
大
﨑
康
枝
さ
ん
、

竹
内
直
紀
さ
ん
、大
野
隆
さ
ん（
ソ

リ
ス
ト
）、
前
田
朋
子
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
）、
第
九
in
浜
田
室
内
ア
ン

サ
ン
ブ
ル（
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）、

第
九
in
浜
田
合
唱
団
（
合
唱
）

料
金
（
前
売
り
）

・
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

（
当
日
２
５
０
０
円
）

日
時

12
月
4
日
㈮
〜
15
日
㈫

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

※

７
日
㈪
・
14
日
㈪
は
休
館
日

場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館

3
階

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

周
布
小
学
校

☎
㉗
１
０
０
６

ふ
れ
あ
い
作
品
展

金
城
マ
イ
ペ
ー
ス
健
康
マ
ラ
ソ
ン
・

金
城
駅
伝
競
走
大
会
２
０
２
６

日
時

12
月
12
日
㈯

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師

池
田
麻
衣
子
さ
ん
（
県
立
大

学
国
際
関
係
学
部

准
教
授
）

定
員

30
人
（
先
着
）

料
金

３
０
０
円

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

こちらから
申し込めます

日
時

11
月
29
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

弥
畝
山
周
辺

定
員

35
人

料
金

２
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

※

家
族
参
加
は
割
引
あ
り

申
込
み

11
月
26
日
㈭
ま
で
に
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

※

詳
細
は
弥
栄
の
自
然
と
環
境
を

ま
も
る
会
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
の
自
然
観
察
会

弥
畝
山
ブ
ナ
林
に
行
こ
う
！

問
合
せ

弥
栄
の
自
然
と
環
境
を
ま

も
る
会

小
笠
原
さ
ん

☎
０
９
０
‐
４
８
９
４
‐
０
６
２
２

こちらから
申し込めます

Facebookは
こちらから
見られます

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

し
ま
ね
ジ
ャ
ン
ボ
企
業
博

対
象

大
学
な
ど
に
在
学
中
の
学
生

（
全
学
年
）、
既
卒
3
年
以
内
の

人
、
若
年
・
一
般
求
職
者
、
保
護

者
な
ど

日
時

12
月
27
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所

く
に
び
き
メ
ッ
セ

内
容

企
業
交
流
イ
ベ
ン
ト
（
仕
事

体
験
ブ
ー
ス
や
相
談
・
職
業
興
味

検
査
コ
ー
ナ
ー
、大
抽
選
会
な
ど
）

ジョブカフェしまね
のホームページ
はこちらから
見られます

秋
冬
の
特
別
展

海
の
彩
り
を
と
じ
こ
め
て

海
藻
お

し
ば
展

期
間

11
月
21
日
㈯
〜
令
和
９
年
１

月
25
日
㈪

場
所

３
階
特
別
展
示
室

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
で
海
の
モ
ビ
ー
ル

を
つ
く
ろ
う

対
象

未
就
学
児
と
そ
の
家
族

日
時

11
月
９
日
㈪

午
前
10
時
〜

場
所

３
階
展
望
デ
ッ
キ

料
金
１
個
１
０
０
円（
先
着
10
個
）

（
要
入
館
、年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
可
）

申
込
み

当
日
午
前
９
時
か
ら
１
階

総
合
案
内
所
へ

ア
ク
ア
ー
ト
２
０
２
６

期
間

11
月
25
日
㈬
〜
12
月
14
日
㈪

場
所
ペ
ン
ギ
ン
館
１
階（
要
入
館
）

内
容

障
が
い
の
あ
る
人
を
は
じ
め
、

様
々
な
人
が
自
由
に
描
い
た
ア
ク

ア
ス
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

11
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

１
日
㈰

波
子
神
楽
社
中

３
日
㈷

下
来
原
西
組
神
楽
社
中

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

日
時

11
月
29
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
35
分

場
所

三
隅
中
央
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員

30
人
（
先
着
順
）

料
金

無
料

申
込
み

11
月
16
日
㈪
ま
で
に
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
体
験
会

※

子
ど
も
が
参
加
の
場
合
、
要
保

護
者
同
伴

問
合
せ

浜
田
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

☎
㉕
９
７
２
１

こちらから
申し込めます

今
年
の
テ
ー
マ
は「
嵐
の
デ
パ
ー
ト
」

〜
百
貨
店
ゼ
ロ
県
な
ん
て
言
わ
せ
な
い
〜

店
舗
・
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

日
時

12
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

浜
田
商
業
高
等
学
校

料
金

入
場
無
料

問
合
せ

浜
田
商
業
高
等
学
校

☎
㉗
０
０
６
４

浜
田
商
業
高
校
大
規
模
販
売
実
習

浜
商
デ
パ
ー
ト

F
小
学
４
年
生
以
上
男
子

１
．
７
㎞

G
小
学
４
年
生
以
上
女
子

１
．
７
㎞

H
小
学
３
年
生
以
下
（
保
護
者
な
ど

と
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
．
７
㎞

料
金

１
人
３
０
０
円

（
H
部
門
は
親
子
で
３
０
０
円
）

②
金
城
駅
伝
競
走
大
会

（
中
学
生
以
上
で
チ
ー
ム
構
成
）

区
間
・
距
離

○
１
・
３
・
５
区　
　
　
１
．
７
㎞

○
２
・
４
区　
　
　
　
　
３
．
１
㎞

料
金

１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円

①
②
共
通

日
時

12
月
６
日
㈰

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所ふ

れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ
周
辺

申
込
み
・
問
合
せ

11
月
20
日
㈮
ま

で
に
金
城
地
域
ス
ポ
―
ツ
協
会

（
教
育
委
員
会
金
城
分
室
）
へ

☎
42
１
２
３
４

・
高
校
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

（
当
日
７
０
０
円
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、
ラ
・

ペ
ア
ー
レ
浜
田
、
み
ず
ほ
楽
器
、

石
正
美
術
館
、
江
津
市
総
合
市
民

セ
ン
タ
ー

第
２
７
６
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

益
田
市
遠
田
町
上
地
区
の

魅
力
に
触
れ
る

日
時

11
月
29
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

場
所

ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅
に
集
合

し
現
地
へ
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ
下
村
さ
ん
（
午
後
５
時
以
降
）

☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３
７

申
込
み

12
月
10
日
㈭
ま
で
に
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
又
は
浜
田
国

際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

申
込
み

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
合
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
１
２
０
‐
６
７
‐
４
５
１
０
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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vol.277
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：https://www.u-shimane.ac.jp

公
開
講
座
の
ご
案
内

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

こちらから
申し込めます

問
合
せ

地
域
連
携
室

☎
㉕
９
０
６
３

市
民
研
究
員
募
集

詳細は
こちらから
見られます

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た特別講演会の様子

①
島
根
県
内
の
産
業
集
積
構
造
を
可

視
化
す
る

島
根
県
の
隣
の
鳥
取
県
で
は
〇
〇

県
と
い
う
言
葉
を
多
用
し
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

鳥
取
県
は
ど
う
い
う
町
か
は
っ
き
り

わ
か
ら
な
い
。
島
根
県
も
同
様
で
、

街
を
構
成
す
る
産
業
は
何
が
多
く
、

ど
う
い
う
特
徴
が
あ
る
の
か
を
理
解

し
づ
ら
く
、
島
根
県
内
で
〇
〇
の
街

と
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ

で
、
島
根
県
内
の
産
業
集
積
構
造
を

可
視
化
し
、
産
業
集
積
構
造
を
元
に
、

島
根
県
内
19
市
町
村
を
ど
う
い
う
〇

〇
の
街
と
表
現
で
き
る
か
を
考
え
て

み
た
い（
告
知
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）。

日
時

11
月
25
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

②
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
「
グ

ラ
ン
ト
ワ
」
の
再
評
価

バ
ブ
ル
時
代
の
象
徴
と
し
て
、
劇

場
、
博
物
館
な
ど
の
文
化
施
設
が
濫

立
さ
れ
た
。
あ
れ
か
ら
30
年
近
く
が

経
過
し
、
施
設
の
維
持
管
理
だ
け
で

な
く
、
建
替
を
含
め
た
存
立
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
文
化
施

設
の
受
益
者
が
少
な
く
、
必
要
が
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ

こ
で
、
日
本
有
数
の
文
化
施
設
で
あ

る
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
「
グ

ラ
ン
ト
ワ
」
を
事
例
に
、
文
化
施
設

の
再
評
価
を
試
み
た
い
（
告
知
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
よ
り
）。

日
時

12
月
９
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

共
通
事
項

講
師

地
域
政
策
学
部

熊
田
知
晃
准
教
授

会
場

ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
１
・
２

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
込
み

左
記
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

又
は
地
域
連
携
室
ま
で

市
民
研
究
員
制
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
大
学
を
舞
台
と
し
た
研
究
活

動
へ
参
画
い
た
だ
き
、
学
生
・
大
学

院
生
（
留
学
生
を
含
む
）
や
教
職
員

と
協
働
で
課
題
に
取
り
組
む
全
国
唯

一
の
制
度
で
す
。

昨
年
度
は
、「
新
し
い
地
域
の
仲

間
・
関
係
人
口
」
に
関
す
る
勉
強
会

の
開
催
や
、「
益
田
市
と
在
日
コ
リ

ア
ン
の
軌
跡
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
リ

サ
ー
チ
ツ
ア
ー
、「
浜
田
市
に
於
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
循

環
型
モ
デ
ル
の
構
築
」
に
関
す
る
共

同
研
究
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

関
心
の
あ
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

活動の様子

７
月
24
日
㈮
に
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
‐

Ｌ
代
表
・
関
西
学
院
大
学
建
築
学
部

教
授
の
山
崎
亮
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

「
植
民
地
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
超
え

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
一
般
・
学
生
合
わ
せ
て
約

３
０
０
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

聴
講
し
た
学
生
か
ら
は
、「
地
域

ご
と
の
暮
ら
し
や
文
化
、
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
そ
の
地

域
に
合
っ
た
方
法
を
住
民
自
身
が
考

え
る
こ
と
こ
そ
、
大
切
だ
と
感
じ

た
」、「
ま
ち
づ
く
り
に
直
接
関
わ
っ

て
い
る
身
と
し
て
、
頭
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
内
容
だ
っ
た
。
自
分
た
ち
で
自

分
の
頭
を
揺
さ
ぶ
る
の
は
難
し
い
が
、

や
ら
な
い
と
始
ま
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
ん
な
世
代
と
対
話
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
！
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　700円（600円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 11月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 ９日㈪･24日㈫
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ２日㈪･９日㈪
16日㈪･24日㈫
30日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

展示替え休館日 11月24日㈫～12月７日㈪

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

読
書
の
秋
を
楽
し
も
う
！

図
書
館
ま
つ
り
開
催

10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
ま
で
は
、「
読

書
週
間
」
で
す
。

中
央
図
書
館
で
は
、
読
書
週
間
に
合
わ
せ

て
11
月
1
日
㈰
に
図
書
館
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
。当
日
の
館
内
は
音
楽
を
流
し
、お
し
ゃ

べ
り
も
可
能
で
す
。
読
み
聞
か
せ
や
朗
読
、

大
人
の
お
は
な
し
会
、
図
書
館
寄
席
、
一
夜

一
冊
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

様
々
な
催
し
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
で
役
目
を
終
え
た
本
や
雑
誌

を
無
料
で
お
譲
り
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
市
や
、
館

内
を
巡
っ
て
楽
し
む
「
こ
び
と
さ
が
し
」、
ぬ

り
え
や
ク
イ
ズ
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
企
画
も

盛
り
だ
く
さ
ん
！
ま
た
、
中
央
図
書
館
に
限
り

開
館
時
間
を
午
後
９
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。
い

つ
も
と
は
少
し
違
う
図
書
館
で
、
本
と
ふ
れ
あ

い
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、
図
書
館
だ
よ
り
、
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期

11
月
23
日
㈷
ま
で

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

企
画
展

「
石
本
正
の
視
点
ｖ
ｏ
l.
２
夢
と
空
想

―
ぼ
く
の
絵
を
つ
く
り
あ
げ
る
も
の
―
」

★
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

11
月
15
日
㈰

午
後
２
時
〜
２
時
45
分
（
申
込
不
要
）

集
合
場
所

石
本
正
記
念
展
示
室
入
口

※

当
日
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ス

ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

【
企
画
展
示
室
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

第
11
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展

主
催
（
公
財
）
浜
田
市
教
育
文
化
振
興
事

業
団
、
中
国
新
聞
社

協
賛

日
本
海
信
用
金
庫
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

浜
田
芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
会

●
弦
楽
器
発
表
会

日
時

11
月
３
日
㈷

午
後
２
時
〜
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

場
所

石
正
美
術
館

創
作
室
（
入
場
無
料
）

出
演

み
ず
ほ
楽
器
生
徒
の
皆
さ
ん

●
石
正
美
術
館
ま
つ
り
（
全
館
観
覧
無
料
）

期
間

11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

◎
作
品
解
説
会

・午
前
11
時
〜「
石
本
正
の
視
点
ｖ
ｏ
 l.
２
夢
と
空
想
」

・午
後
２
時
〜「
第
11
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展
」

◎
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

手
作
り
雑
貨
の
販
売
や
創
作
体
験
コ
ー
ナ
ー

◎
創
作
広
場

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◎
ト
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ひ
と
り
楽
団
「
の
り
っ

し
ー
ら
ん
ど
」
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

・
正
午
〜
午
後
０
時
30
分
（
※
７
日
の
み
）

※

両
日
と
も
「
み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
臨

時
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
第
４
回
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
Ｆ
Ｕ
Ｎ
！

開
館
25
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

日
時

11
月
21
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

場
所

石
正
美
術
館

創
作
室
（
入
場
無
料
）

出
演

梅
野
美
和
子（
筝
）、利
部
法
子（
朗
読
）、

原
田
和
義
（
ウ
ク
レ
レ
）、Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
（
オ

カ
リ
ナ
）、
筝
グ
ル
ー
プ
「
花
音
」

第
４
回
目
の
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
Ｆ
Ｕ
Ｎ
！
は
、

石
正
美
術
館
の
開
館
25
周
年
を
祝
い
、
サ
ポ
ー

タ
ー
と
美
術
館
が
力
を
合
わ
せ
て
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
回
で
す
。
25
年
の
歩
み
を

振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
と
も
に
、
心
温

ま
る
演
奏
や
朗
読
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ
講
座
開
催
し
ま
す

「
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
た
い
け
れ
ど
、
ど

う
や
っ
て
本
を
選
べ
ば
い
い
？
」「
も
っ
と
読

み
聞
か
せ
の
コ
ツ
を
知
り
た
い
！
」
そ
ん
な
人

に
お
す
す
め
の
全
３
回
の
講
座
で
す
。

第
１
回
は
先
月
開
催
さ
れ
た
「
読
み
聞
か
せ

の
基
本
」、
今
月
は
第
２
回
の
「
選
書
の
仕
方
」、

来
月
は
第
3
回
「
読
み
聞
か
せ
の
実
践
」
を

テ
ー
マ
に
、
読
み
聞
か
せ
の
基
本
か
ら
実
践
ま

で
、
楽
し
く
学
べ
ま
す
。
昨
年
度
も
好
評
だ
っ

た
講
座
で
す
。
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
人
、

こ
れ
か
ら
始
め
て
み
た
い
人
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
ま
す
。

日
時

・
第
２
回

11
月
15
日
㈰

・
第
3
回

12
月
13
日
㈰

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員

20
人

料
金

無
料

※

来
館
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。



11
月
の
イ
ベ
ン
ト短編アニメーション

《きみは魔法使い》（仮題）

小山一馬さん
の作品

「
た
ん
け
ん
！
生
き
も
の
展
」

　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
中
！

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.359

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

「
生
き
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
多
様

な
現
代
美
術
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
造
形
作

家
・
小
山
一
馬
さ
ん
は
、
金
城
町
に

生
息
す
る
《
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
》

を
題
材
に
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
用
い
て

こ
の
ほ
か
、
人
気
の
工
作
コ
ー

ナ
ー
も
登
場
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
手
を
動
か
し
て
、
自
分
な
り
の

生
き
も
の
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

期
間

令
和
９
年
１
月
11
日
㈷
ま
で

料
金

・
一
般　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

・
高
校
・
大
学
生　
　
４
０
０
円

・
小
・
中
学
生　
　
　

２
０
０
円

■
開
館
30
周
年
イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
美
術
館
は
11
月
１
日
に
開

館
30
年
を
迎
え
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
と
成
長
し
て
き
た
美
術
館
を

一
緒
に
お
祝
い
し
て
く
だ
さ
い
。

開
館
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト

11
月
１
日
、
展
覧
会
チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
の
先
着
50
人
限
定
で
、
ス
テ
ッ

カ
ー
と
ク
ッ
キ
ー
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

対
象

小
学
生
〜
高
校
生
の
み

制
作

田
中
康
太
郎
・engi cafe

ミ
ニ
展
示
（
無
料
）

浜
田
市
出
身
者
に
よ
る
ア
ク
リ
ル

画
や
切
り
絵
な
ど
の
ミ
ニ
作
品
展
。

ま
た
、
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映

も
あ
り
ま
す
。
各
分
野
で
挑
戦
を
続

け
て
い
る
５
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

音
楽
ス
テ
ー
ジ
（
無
料
）

幼
少
期
か
ら
当
館
を
利
用
す
る
、

若
き
表
現
者
の
串
崎
さ
ん
（
ピ
ア

ファッションモデル
ＣＨⅰＡＫⅰさん

国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ（
①
）

「
浜
田
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン

展
」
で
交
流
を
続
け
て
い
る
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
・
韓
国
よ
り

ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
、
各
国
の
お
国
柄

を
感
じ
ら
れ
る
特
別
な
創
作
活
動
を

体
験
で
き
ま
す
。

◎
11
月
１
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

定
員

35
人
（
先
着
）

※

３
つ
の
活
動
全
て
を
体
験
で
き

ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

２
つ
の
活
動
を
体
験
で
き
ま
す
。

国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ（
②
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
と
の

創
作
活
動
に
加
え
て
、
浜
田
市
で
３

Ｄ
工
房
を
開
く
畑
岡
聡
さ
ん
に
よ
る
、

月曜日　２日・９日・16日・30日
振替日　４日㈬・24日㈫

Ｖ
Ｒ
体
験
を
楽
し
め
ま
す
。

※

Ｖ
Ｒ
の
み
の
参
加
は
不
可
。

※

混
雑
時
に
は
Ｖ
Ｒ
体
験
を
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
11
月
３
日
㈷

参
加
費

４
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動
（
③
）

《
飛
べ
！
カ
エ
ル
く
ん
》

◎
11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
ア
ニ
マ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
》

◎
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

《
動
物
パ
フ
ェ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
》

◎
11
月
21
日
㈯

参
加
費

６
０
０
円

先
着

30
人

指
導ア

ト
リ
エ
カ
ロ
ス
琴
野
和
世
さ
ん

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

◎
11
月
22
日
㈰
・
23
日
㈷

参
加
費

３
０
０
円

《
羽
ば
た
く
鳥
の
モ
ビ
ー
ル
》

◎
11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

①
②
③
共
通

い
ず
れ
の
活
動
も
参
加
受
付
は
、

当
日
１
階
・
創
作
室
で
午
後
３
時
30

分
ま
で
。

擬
人
化
し
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
を
出
品
し
て

い
ま
す
。

併
せ
て
、
幼
少

期
、
当
館
に
足
繫

く
通
っ
て
い
た
30

人
の
若
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
思
い
出

と
お
祝
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
掲
示
し

て
い
ま
す
。

場
所

３
階
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室

期
間

令
和
９
年
１
月
11
日
㈷
ま
で

ノ
）
と
三
浦
さ
ん
（
声
楽
）
に
よ
る

美
し
い
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

日
時

11
月
１
日
㈰

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

ア
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー（
無
料
）

浜
田
市
出
身
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
Ｃ
Ｈ
ⅰ
Ａ
Ｋ
ⅰ
さ
ん
と
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
特
別
ス
テ
ー
ジ
。
子
ど

も
た
ち
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
衣
装

を
着
て
登
場
し
ま
す
の
で
、
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

11
月
１
日
㈰

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

オーストリア
クリスチャンさん

韓国
ハンさん

ギリシャ
セアノさん

休館日

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,341 16,650 18,175 34,825
金 城 1,789 1,757 1,863 3,620
旭 1,205 1,131 1,099 2,230

弥 栄 599 489 514 1,003
三 隅 2,637 2,421 2,532 4,953
合 計 24,571 22,448 24,183 46,631

（単位：人）
人　口（令和８年９月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

９
月
28
日
㈪
、
名
古
屋
市
瑞

穂
公
園
陸
上
競
技
場
で
愛
知
・

名
古
屋
２
０
２
６
大
会
陸
上
男

子
３
，
０
０
０
ｍ
障
害
の
決
勝

が
行
わ
れ
、
浜
田
市
出
身
の
三

浦
龍
司
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

８
分
17
秒
36
と
い
う
大
会
新

記
録
を
樹
立
し
、
こ
の
種
目
で

日
本
勢
と
し
て
28
年
ぶ
り
と
な

る
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

今月の表紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

広
報
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